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大学生のホンネ。

修練法解説 『身を護る』

FEEL THE ORIGIN

コラム『大人の〈本気〉』［早稲田大学名誉教授　菅野　純］

武道の可能性［国際武道大学 教授　髙坂 正治］

EDITOR’S REPORT

少林寺拳法誕生前夜／ ZEN ZEN SYUGAKU少林寺拳法ドリル
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コーチングで現場が変わる！実践レポート

教えて！地元のスポット 福山編  2025 年度インターハイ企画

職員室の拳士 Portrait of an Educator
［佐賀・佐賀県立武雄高等学校 松尾 裕太 拳士］

自分の「力」を客観的、つまり謙虚に知っていたら、
驕りではない自信が養われる
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文・写真　編集室
協力　大学少林寺拳法部連盟本部合宿 参加者有志

合掌礼ひとつで誰とでも修練を始められる、全世界で共通の教育体系を持つ…
それらは少林寺拳法の誇るべき特徴に違いないが、果たしてそこに住まう人々の 
ホンネはどうなのか？
様式や形を見るのではなく、心を見るために。ホンネに向き合ってみる。

02-11.indd   202-11.indd   2 2025/04/07   12:002025/04/07   12:00



3

■
変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
多
様
化
の
中
で

　

本
誌
で
は
、
２
０
２
４
年
度
を
通
し
て
、

変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
個
人
の
多
様
化
に
着

目
し
、「
少
林
寺
拳
法
」
と
い
う
枠
組
み
の

中
で
人
や
組
織
が
ど
の
よ
う
に
共
存
・
発
展

し
て
い
け
る
の
か
を
問
題
意
識
と
し
て
、
一

連
の
特
集
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
少
林
寺
拳
法
は
ひ
と

つ
の
大
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
り
、
合
掌
礼

ひ
と
つ
で
誰
と
で
も
修
練
を
始
め
ら
れ
る
、

全
世
界
で
共
通
の
教
育
体
系
を
持
つ
…
な

ど
の
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
枠
組
み（
様
式
や
形
な
ど
）
に
嵌
る
こ

と
で
、
自
然
と
人
と
人
の
心
が
向
き
合
っ
た

り
、
同
じ
方
向
を
向
い
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
我
々
は
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
社
会
が
変
わ
り
、
個

人
の
多
様
化
が
進
ん
で
く
る
と
、
こ
の
枠
組

み
を
活
用
す
る
人
同
士
の
中
で
も
文
化
や
価

値
観
の
違
い
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
意
思
疎
通
を
阻
害
し
、
見
え
な
い

溝
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
居
心
地
の
良
さ
を
創
り
上
げ
る
た
め
に

　

拳
士
に
修
行
を
継
続
し
て
も
ら
い
、
新
し

い
仲
間
を
快
く
迎
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
枠
組
み
の
中
が
居
心
地
の
良
い
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
代
に
そ
れ
を

実
現
す
る
に
は
、
枠
組
み
の
す
ば
ら
し
さ
に

頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
―
。
そ
う

い
う
問
題
提
起
を
一
連
の
特
集
の
中
で
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
す
。

　

居
心
地
の
良
さ
と
は
、
傾
聴
し
合
う
こ

と
で
互
い
を
よ
く
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
事

に
し
て
い
る
も
の
を
尊
重
し
合
う
こ
と
で
生

ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
少
林
寺
拳
法
の
世

界
に
は
、
80
年
近
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
秩
序
が
あ
り
、
師
が
拳
士
よ
り
、
先

輩
が
後
輩
よ
り
、
多
く
語
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
枠
組
み
の

一
つ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
や
も
す
る

と〝
声
な
き
声
〞
が
誰
に
も
届
か
な
い
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
誤

解
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、
師
や
先
輩
の
方
か

ら
拳
士
・
後
輩
の
ホ
ン
ネ
に
何
度
も
耳
を
傾

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
図
で
、
今
号
の
特
集
は

「
大
学
生
の
ホ
ン
ネ
。」
と
題
し
、
声
な
き

声
の
一
部
を
届
け
た
い
と
春
季
大
学
合
宿
の

参
加
者
よ
り
有
志
を
募
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
敢
行
し
た
次
第
で
す
。
趣
旨
に
照
ら
し

合
わ
せ
、
言
葉
は
で
き
る
だ
け
加
工
せ
ず

記
載
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
師
や
先
輩

に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
知
っ
て
理
解
し
、

尊
重
す
る
こ
と
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
少

林
寺
拳
法
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
居
心
地
の

良
さ
を
創
り
上
げ
る
不
可
欠
な
道
筋
の
一
つ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
師
や
先
輩
に
あ
た
る

読
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
の
彼
ら
と
の
関
わ

り
方
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
以
下
の
読
者
・
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
大
学
生
拳
士
の
持
つ
雰
囲

気
・
風
土
に
触
れ
、
ま
だ
ま
だ
続
く
修
行

の
道
を
展
望
す
る
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
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少林寺拳法部を選んだ理由

大学で

• 空手部も見学に行ったけど、試合を想像するとアブナ
イと感じた。友達が少林寺拳法をやっていたので、連
れていってもらったら雰囲気がよかった。演武がかっこ
よかった。
• 入学式前、新歓のイベント。「少林寺拳法部」という
表記を見て、直感で入部を決めた。写真やキャッチコ
ピーがあったわけではない。少林寺拳法の5文字に惹
かれた。
• 見学の際に聞いた先輩や部の方針に共鳴した。「全員
で一つの目標に向かって進んでいく。俺たちはチーム
だから、一人も取り残さずやっていく」と言われて、自
分もそのチームの一員になりたいと思った。

• 高校時代、数学の先生が拳士だった。（高校に
少林寺拳法部はなかったが）先生が少林寺拳法
を通じてどんな体験をし、何を学んだか、よく話
してくれた。それで大学に入ったら、少林寺拳法
部があったので入ることにした。
• 高校まではクラシックバレエ・声楽をやってい
た。そういうものと対局にある道衣・黒帯のかっ
こよさに憧れた。少林寺拳法の新歓イベントが
一番楽しい印象だった。演武もかっこよかった。
• 道場を訪れて先輩が演武を見せてくれた。気合
を聴いた瞬間にビビッときた。やってみたいと
思った。

• 高校までは別の武道をやっていた。先輩の勧誘がきっ
かけ。「最短二年で黒帯が取れる」「大学から始めて
も成績を挙げられる」と言われて魅力だと思った。
• 高校まで部活はしていなかった。大学で新規に何か
を始めたいと思った。武道に興味があった。先輩に「初
心者からでも成績を残せるから」と言われ、始めやす
いと思った。
• 小さい頃から護身術に興味があった。大学で少林寺
拳法があることを知った。アフリカ等、まだ不安定な
地域への留学・就職も意識しているので。身を護れる
女性はカッコいいと思う。

• 小学校までは柔道、中学・高校では空
手をやってきた。塾に大学少林寺拳法
部のOBの方がいて、少林寺拳法の話
は聞いていた。武道大好き一家なの
で、大学でも武道をやるのが自然な流
れだった。
• 高校では弓道をやっていた。大学では
新しいことをはじめたいと思い、少林
寺拳法部へ。少林寺拳法は知っていた
けど、どんなものか想像できなかった。
• 高校まで10年以上、剣道をやってきた。
大学でも武道をやりたかった。体験入
部で尊敬できる先輩に会えた。３回ほ
ど食事をおごってくれた。先輩は卒業
したが、今でも尊敬している。

武道から武道へ
最初の印象は大事

雰囲気に惹かれて

初心者でも始めやすいと思えた

春
季
大
学
合
宿

参
加
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■
身
体
を
通
し
て
感
じ
る
お
も
し
ろ
さ

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
少
林
寺
拳
法

の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
い
く
つ
か
見
え
て
き

ま
す
。
初
心
者
に
は
始
め
や
す
く
、
経
験
者

に
は
つ
な
げ
や
す
い
―
。
指
導
者
は
、
こ
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
ま
た
、
経
験
者
を
つ
な
い
で
い
く
に
は
、

良
い
体
験
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
目
の
前
に
い

る
拳
士
が
日
に
日
に
感
動
を
深
め
て
い
く
よ

う
な
修
練
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

初心者にやさしい武道だと自覚しよう。

少林寺拳法の代表者となろう。

武道界全体を盛り上げよう。

入りやすく・離れがたい雰囲気を創ろう。

※意見と写真（人物）のレイアウトに関係性はありません。
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• 高校から少林寺拳法を始めた。高校時代は大会に熱中したけ
ど、大学では技の本質を学びたい・深めたいと思った。
• 小１から道院、高校で少林寺拳法部。高校時代は相手が見
つからず、単独演武しかできなかった。その頃から大学の少
林寺拳法部を意識していた。少林寺拳法を続けて、先生や拳
士とのつながりを持続していきたい。
• 小学生から少林寺拳法。高校少林寺拳法部に入り、全国を目
指すが、結果が出せず不完全燃焼。大学では完全燃焼したい
と思い、再び少林寺拳法部に。今のところ、順当に成績を収
められている。

• 幼稚園の頃から道院に通っていて、高校では距離を置いてみたが、
その間も少林寺拳法の動画を見たりして離れられなかった。やっぱ
り少林寺拳法はカッコいい。そう思いながら進学した大学に、たま
たま少林寺拳法部があったので復帰した。
• 小学校から高３までスポーツ少年団。大学では入るつもりなかった。
「久しぶりにやりたいな」と思い体験に行くだけのつもりが、先輩が
やさしくて楽しいと感じ入部することに。
• 語学留学でニュージーランドに行った。そこで少林寺拳法の支部に
も通ったことで、少林寺拳法は世界共通なのだと思った。それが大
学でも続ける動機に。

• 高校生のとき、大学生の拳士と接する機会があって、大
人としてしっかりと教えを受け止めている姿に感銘を受け
た。進学した大学では、少林寺拳法部は休部だったが復
活させた。
• 小学５年生からスポーツ少年団。高校で少林寺拳法部。
高校時代、県内の大学生が練習に参加してくれて誘われ
ていた。その後、その大学に進学して少林寺拳法部へ。

• 高校少林寺拳法部ですごくいい経験ができた。
OB・OGがたくさん続けていたので、大学で少
林寺拳法部に入ることは自然な流れだった。
• 中学２年の３月、高校のオープンキャンパスで
少林寺拳法を知って「いいな」と思い、中３で
スポーツ少年団に入った。その後、オープンキャ
ンパスで訪れた高校に入学し、少林寺拳法部
に所属。大学でも少林寺拳法部に入ろうと思っ
ていた。

大学生拳士と接したことがきっかけに
大学では更なる熱中を目指して

ひょんなことが縁となって
それは、
とても自然な流れだった

経
験
者
の
声

成長の節目・節目で「そのときしかできないこと」
に熱中したい気持ちを理解しよう。

“めぐりあわせ”というのは確かにある。だから一期
一会の精神を大切にしよう。

世代を横断する機会を積極的に創ろう。

拳士が自分の未来を想像できる
機会を積極的に創ろう。
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6

「できた！」と思えるのはどんなとき？
　教えてもらったことを再現できたとき。
理屈っぽくてイヤにならない？
　 級拳士の頃は説明が長いと感じたが、
有段者になってからそう思わなくなっ
た。練度が高まると理屈に対する解像
度が高まる。

社会人の大会に興味ある？
　 少林寺拳法を続ける理由をボンヤリと
させないためにも、小さな励みとして、
大会には出続けたい。

九段の先生か、最優秀演武者か。どちら
かにしか教わることができないとしたら？
　九段の先生…56.5%
　最優秀演武者…43.5％

こんな質問も…

一刀両断！一問一答

• 論理的に成り立っている技術。人体力学とかエネルギー
の法則とか、きちんと筋道が通っていてすごいな～と思う。
• 拳系別に分かれていることが面白い。科目表などで習得
の順番が明らかになっているところ。有段者になってみて、
級拳士の技は奥が深いなと改めて思う。

納得性が高く
普遍的な技術体系

「少林寺拳法はすごい…！」と思ってもら
えるように、指導力を高めていこう。

後輩指導で困ること
自分との感覚の違いを
言語化するのが難しい。

護身に対する考え方
実際に使うことは想定
していない。平和裏に
解決するのがベスト。

納得性が高く
普遍的な技術体系

「少林寺拳法はすごい…！」と思ってもら
えるように、指導力を高めていこう。

後輩指導で困ること
自分との感覚の違いを
言語化するのが難しい。

護身に対する考え方
実際に使うことは想定
していない。平和裏に
解決するのがベスト。

• できないことをできるまでやる。少林寺拳法は奥が深くて、できるこ
とが一つ見つかっても、また新しい課題が見つかる。それが面白い。
• はじめは慣れない動きが多くてうまくいかないことが、数をかけるう
ちに「これだ！」と思える瞬間があり、それが頻繁にやってくるように
なると面白い。自分の成長を実感できる。
• 技がうまくかかったときが面白い。初めてできたときの面白さ。数学
の公式がハマったときのよう。
• 自分ができていなかった技ができるようになった瞬間。初めて教わっ
たときは、何をやっているか解らない。あるとき自分で「できた」と思
えたときに「面白い」と感じる。

感動をまた味わいたい
ときには時間も必要。根気よく続けられる工夫をしよう。

■
身
体
を
通
し
て
感
じ
る
お
も
し
ろ
さ

　
少
林
寺
拳
法
の
醍
醐
味
で
あ
る
技
法
修

練
。
体
感
で
き
る
面
白
さ
の
価
値
は
、
今
も

昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
超
情
報

社
会
が
当
た
り
前
の
時
代
に
生
き
る
現
代
の

大
学
生
に
と
っ
て
は
、
解
の
求
め
方（
示
し
方
）

に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

言
葉
で
説
明
で
き
る
こ
と
、
最
適
ス
ピ
ー

ド
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
こ
と
…
な
ど

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
要
素
が
き
ち
ん
と
存
在

し
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

春
季
大
学
合
宿

参
加
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

※意見と写真（人物）のレイアウトに関係性はありません。
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• 身体の動かし方や構造を考え、相手の力を活用して技をかけ、うまく
いったとき。そういうときは攻者・守者ともに「うまくいった」という
感覚を共有できる。ある技で習った原理を違う技で応用できたりもす
ると成長も感じられる。
• 自分がやっていた技がハマる瞬間。色んな先生の色んな説明を聞い
てみて、共通項を見出したとき。「技の原理が理解できた…！」と感じ
られる瞬間。
• 技は痛くても、うまくかけられたときの感動がある。痛みを伴っても、
信頼関係があるから受け入れられる。

「うまくいった…！」という感覚
頭だけでなく、身体で感じることも大切にしよう。

• 体格が小さい人でも、ポイントさえつかめばきちん
と技をかけられる。少林寺拳法は体格差を埋めら
れる技術だと思う。
• 新しい先生に技を教えてもらうとき。逆小手ひとつ
とっても、いろいろなコツがある。先生ごとの個性
がある。
• 先輩に高段位の技をかけられて、予期しないとこ
ろが痛くなって面白い。ずっと続けて、そういう高
度な技もできるようになりたいと思える。そういう
技をやっている未来の自分を思い浮かべる。

まだまだ奥があるぞと
感じさせてくれる

まだ知らないことがきっとある。
常に技術力を高めていこう。

• 演武で良い点を取れた時、自分の努力が間違っていなかったという
ことが実感できてうれしい。努力が認められた感じがして。（相対的
な成績に対する満足ではなく、絶対評価としての実感）
• 他人から評価を受けるとき。例えば、監督から褒められたときや、
審判員の評価を得られたとき。
• 優しい監督はよく褒めてくれ、厳しい先輩が欠点を指摘してくれる。
役割分担がうまくいっている。

やっぱり評価されるとうれしい
誰もが自己の価値を感じ
たいと思っている。評価
の機会を大切にしよう。

度な技もできるようになりたいと思える。そういう
技をやっている未来の自分を思い浮かべる。

まだまだ奥があるぞと
感じさせてくれる

まだ知らないことがきっとある。
常に技術力を高めていこう。

やっぱり評価されるとうれしい
誰もが自己の価値を感じ
たいと思っている。評価
の機会を大切にしよう。

おもしろいと感じるとき

少林寺拳法を

• 良い人にたくさん出会えること。少林寺拳法
の中には良い人間関係・仲間がいる。「合わ
ないな」と思う人間は自然と辞めていく。良
い人だけ残っていくシステム？

もしかしたら、
こんなシステムも…？

自分が変われば人間関係も変わる。
変わったのは自分かも知れない。
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ＭＥＭＯ
教範を読んだことが
ある人は約５０％。

■
誰
だ
っ
て
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
あ
る

　
誰
だ
っ
て
い
つ
も
楽
し
く
・
面
白
い
…
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
も
ま
た
考

え
た
り
、
傷
つ
い
た
り
、
自
信
を
な
く
し
た

り
す
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

に
師
や
仲
間
の
存
在
は
大
切
で
す
ね
。

　
特
に
指
導
者
や
先
輩
な
ど
、
大
人
は
目
の

前
の
若
者
が
本
当
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

繊
細
に
読
み
取
り
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
す

る
努
力
が
重
要
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
「
押
し
つ
け
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
何
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

春
季
大
学
合
宿

参
加
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大学生拳士あるある
バイト中に演武練習。
人ゴミの中で運歩練習。
寝言で気合。
寝るとき結手。

　
誰
だ
っ
て
い
つ
も
楽
し
く
・
面
白
い
…
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
も
ま
た
考

え
た
り
、
傷
つ
い
た
り
、
自
信
を
な
く
し
た

り
す
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

　
特
に
指
導
者
や
先
輩
な
ど
、
大
人
は
目
の

本
当
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
す

ＭＥＭＯ
教範を読んだことが
ある人は約５０％。

る
努
力
が
重
要
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
局

「
押
し
つ
け
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

大学生拳士あるある
バイト中に演武練習。
人ゴミの中で運歩練習。
寝言で気合。
寝るとき結手。

• 自分が後輩に教えてきたことが先生から全否定されたとき。「ど
うしたらいいか解らない…」と思った。
• 先生の身体がよく鍛えられていて、相手をしたときに強すぎて技
がかからない。

実力差に愕然とするとき

指導者や先輩が歩み寄ろう。

• 週４回の活動、部員が10名前後で少ない。練習の参加人数が
少ないときはモチベーションが下がる。他に大学生らしく楽し
い生活を送っている友人のことを思い浮かべて、ふと「この時
間はムダなんじゃないか」と思うときがある。
• 男子のノリがウザいとき。男子のイジリに腹立つ。（女性部員）

ふとした疑問に呑まれてしまって

常に良い雰囲気を醸し出せる工夫をしよう。

自信をなくすとき
次の課題へと切り替える仕掛けを持とう。

• 苦手な技があってできない…。自分のクセを直した
いのに、時間がかかり過ぎてイヤになってしまう。
• 上手な後輩や経験者が入ってきたら焦る。他人と比
較して自分に自信を無くすことがある。
• 同期が上手くて自分より上位になったとき。自信を無
くし、打ちのめされた気になる。
• 体格差がある人に負けそうになったとき。自分は小
柄なので、体格の大きい人にはかなわないという気
になる。
• 部内選抜の結果、大会に出られなくなったとき。
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• 学生同士、友人・仲間との時間。今
しかできないと思って大切にしている。
• チャレンジする時間。様 な々経験を積
みたい。
• LIVEに行くこと。（複数回答：サカナク
ション、TWICE、ヒップホップ系など）
• 東野圭吾のミステリー小説を読むこと。
• ドライブ。運転に集中することで心が
落ち着く。同乗の友達との会話も貴重。
• サウナでととのう。一緒に行った仲間
とは普段言えないことも言い合える。
• 他大学との交流。新しい発見があっ
たり、視野が広がったりする。
• アルバイト。目標は「貯金50万円」。
• 将来に向けた準備。大会までの組み
立てから何ごとも逆算して準備をする
習慣が身に付いた。

あなたが大切にしている時間は？

• 後輩を指導しているときは楽しい。
後輩の成長を見て嬉しくなる。
• 技の名前がどれもカッコいい。ま
だやったことのないカッコいい名前
の技をいつかやってみたい。綺麗
にできたときは達成感・満足感
を味わえる。
• 部の環境。悩みを部員同士で相談
したり共有したり。人間関係がある
ことで居場所があるな、って感じら
れる。
• 仲間の存在。良い雰囲気の部活。
この雰囲気を守りたい。
• サッカーをやってみたら、キーパー
適性が高いと言われた。ボールを
見切れたのは少林寺拳法のおかげ
だと思えた。
• 長 と々単独演武の練習をするのは
苦痛だったが、先輩や仲間が声
をかけてくれて支えてくれた。
• 仲間と一緒に行くごはん
が励み。

離れたいと思っても
続けてこられた理由は？

こんな質問も…
離れたいと思っても
続けてこられた理由は？

• 将来に向けた準備。大会までの組み
立てから何ごとも逆算して準備をする
習慣が身に付いた。

仲間の存在。良い雰囲気の部活。
この雰囲気を守りたい。
サッカーをやってみたら、キーパー
適性が高いと言われた。ボールを
見切れたのは少林寺拳法のおかげ

長 と々単独演武の練習をするのは
苦痛だったが、先輩や仲間が声
をかけてくれて支えてくれた。
仲間と一緒に行くごはん

演武ばかりやってちゃ
ダメですか？

今しかできないことと先々にも学ぶ
べきものがあることを区別しよう。

• 「演武ばっかりやってちゃダメだよ」と言
われたとき。学生のときしか競技はでき
ないと思って専念しているだけなのに。
• 先生たちの「ホンモノの少林寺拳法はコ
レだ」論争に巻き込まれたとき。議論ば
かりしていて、無駄だと感じる。

• 学生にとってメインイベントである大会。ある大会で成績がよ
かったために、落ちるのが怖くなった。「落ちたくない」と思っ
ている自分は、囚われ過ぎて勝敗にこだわってしまっている気
がしたとき。少林寺拳法の教えを守りたいと思うのに葛藤する。
• 先輩と組演武をして、先輩から厳しく責められたとき。「自分が
足を引っ張っている」と感じて辞めたくなった。
• 自分がうまくできなくて、相手を傷つけたり・痛めたりしたとき。
自分の技や可能性にがっかりしてやめたいと思った。

自分を責めてしまうとき
責めすぎないように気をつけよう。

• 少林寺拳法をしない日を作らないこと。
• 『少林寺拳法教範』や『あらはん』な
どを読んでいる時間。
• 自身の演武動画をチェックする時間。
お風呂やディズニーランドでも。
• 釣り。有段者になって余裕ができた。
• カラオケ。キャンパスのカラオケ大会
に出たい。
• 推し活。休日の推し活で身体の疲れ
は取れないが、精神的に癒される。（最
近の推しは『ゴールデンカムイ』）
• お菓子づくり。少林寺拳法とは対極
的なものでバランスを取る。
• オートバイ。古いバイクを整備しなが
ら楽しんでいる。
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• 競技化され過ぎじゃないか。例えば、団体演武…合わ
せるためにわざと足音を鳴らしている。武道としてはあ
り得ないのに、そういうところが「揃っている」と評価
される。
• 審判員によって演武採点基準がまちまち（９割が同意）
• 演武の指導を受けると、「実際にかけるならこうだけど、
点数が高いのはこのやり方だよ」と言われる。（９割が
同意）

競技としての課題
普遍的な価値観を求め、創り上げよう。

正直、気を遣っています
指導者は自覚を持とう。

• 先生によってかけ方に個性があるのは承知している。ただ、「自分の
教えたやり方をやって欲しい」という気持ちは解るが、違うやり方を
否定するのはメンタル的にどうかと思う。
• 先生によって言うことが違う。技のかけ方が色々あって、どれを信
じるか迷う。（全員同意。その人の前ではその人のやり方で済ませ
る…という強者も）
• 以前教わった技を「古い」と言われる。古い、新しいって何？
• 近くの先生に会っても、技の原理しか教えてくれない。本当は演武
をもっと教えて欲しい。基本・法形・運用法をやって、集大成にな
るのが演武…と言われるが、正直よくわからない。

10

• 演武の指導を受けると、「実際にかけるならこうだけど、
点数が高いのはこのやり方だよ」と言われる。（９割が
同意）

るのが演武…と言われるが、正直よくわからない。

■
寛
容
さ
と
力
の
開
放

　

大
学
生
の
ホ
ン
ネ
、
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
当
然
な
が
ら
、
本
記
事
が
す
べ

て
の
大
学
生
拳
士
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
ん
な
風
に
思
っ
て

い
る
の
か
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
読
者
お

ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
今
後
の
関
わ
り
方
を
考

え
て
い
く
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

彼
ら
の
ホ
ン
ネ
の
中
に
は
、
当
連
盟
が
組

織
的
に
捉
え
て
対
策
し
て
い
く
べ
き
課
題
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
競
技
・
審
判
等
に

関
す
る
意
見
は
、
当
連
盟
の
主
た
る
事
業

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
真
摯
に
捉
え
、
対
策

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

開
祖
ご
存
命
の
頃
よ
り
、
少
林
寺
拳
法

の
発
展
は
大
学
生
拳
士
に
牽
引
さ
れ
て
き
た

側
面
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
少
林
寺
拳
法
に

出
会
い
、
生
き
方
を
変
え
る
ほ
ど
の
衝
撃
を

受
け
て
、
あ
る
方
は
道
院
長
と
な
り
支
部
長

と
な
り
、
あ
る
方
は
振
興
議
員
連
盟
や
Ｏ
Ｂ

会
な
ど
の
後
援
会
を
組
織
さ
れ
、
拡
大
・
発

展
の
礎
が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
ま
た
時
代
が
大
き
く
変
わ
り
、
大
学

生
を
中
心
と
す
る
若
者
の
感
性
を
活
か
す
べ

き
と
き
が
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
感
性
は
、
も
し
か
し
た
ら
違
う
世
代

か
ら
す
る
と
異
質
な
も
の
に
見
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
き
っ
と
そ
れ
は
、
前

段
に
あ
る
先
達
の
皆
さ
ん
が
大
学
生
の
と
き

に
も
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
異

少林寺拳法

ここがヘンだよ！

春季大学合宿
参加者インタビュー

※意見と写真（人物）のレイアウトに関係性はありません。
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鎮魂行の意義
きちんとしよう。

• 鎮魂行が長くてびっくりした。
（今は理由が分かったので違和
感はない）
• 鎮魂行を大会等では短くしてい
るが、やるならちゃんとやった
方がいいと思う。

• 「いつ使うの？？？」と思う技が多い。
• 従弟が不良に暴行を受けたことがある。だから強く
なりたい。実戦的な動き＝乱捕が修練に組み込まれ
ていない。もっと教えて欲しい。

もっとやりたいと思うのに

常に深める努力をしよう。

比べてみると…
個性を理解してもらおう。

• 「少林寺？中国のやつ？」って友達に言われるのがイヤ。毎回説明
するのが面倒くさい。最近は適当に流している。少林寺拳法をもっ
と広く知って欲しい。
• 他の武道のように勝敗や優劣がハッキリと解らないところ。あいま
いな基準で特殊な競技だと感じる。理解はしているが、クセは強い。

• 染まってしまったから、わからない（笑）。
• 大会や行事で態度の悪い先生を見る。
• 先生や先輩にダッシュで合掌礼。入部当
初は合掌礼に違和感があった。

外から見てみると…

客観視しよう。

鎮魂行の意義
きちんとしよう。

鎮魂行が長くてびっくりした。
（今は理由が分かったので違和
感はない）
鎮魂行を大会等では短くしてい
るが、やるならちゃんとやった
方がいいと思う。

比べてみると…
個性を理解してもらおう。

質
を
開
祖
や
当
時
の
指
導
者
層
が
受
け
止

め
、
若
い
力
を
開
放
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て

発
展
が
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
現
代
の

師
や
先
輩
た
ち
が
取
る
べ
き
道
も
同
じ
で

し
ょ
う
。

　
可
能
性
を
秘
め
た
若
者
が
、
ま
す
ま
す

少
林
寺
拳
法
を
好
き
に
な
り
、
そ
の
力
を

次
の
拡
大
・
発
展
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
未
来

を
た
ぐ
り
寄
せ
る
た
め
に
、
少
林
寺
拳
法

全
体
に
声
な
き
声
を
聴
く
深
い
洞
察
力
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
相
手
が
本
当
に
求
め
る
も
の
に
応
じ
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
良
い
個
性
を
生
か
す
こ
と

も
で
き
る
―
。
そ
の
よ
う
な
活
人
拳
が
広

が
っ
て
い
け
ば
、
少
林
寺
拳
法
と
い
う
枠
組

み
は
一
層
の
広
が
り
と
輝
き
を
見
せ
て
く
れ

る
は
ず
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
貴
重
な
ホ
ン
ネ
を
吐
露
し
て

く
だ
さ
っ
た
大
学
生
拳
士
の
皆
さ
ん
に
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

危険に慣れてはいけない
具体的に備え、高い意識を
持とう。

• 宙で回転する受身の練習で頭を床に擦ってしまっ
た。痛いし・危ないことをやっているのに、みん
なで笑い話にしてしまった。
• 『不殺活人』と言うが、法形の中にはすごく危険
で明らかに人を傷つける技が存在していること。
• 痛くて危険なこともやっているのに笑顔でやってい
ること。

［以下の大学の皆さんがご協力くださいました］
愛知大学、大阪大学、大阪産業大学、香川大学、吉備国際大学、九州大学、慶應義塾大学、慶應義塾大学理工学部、國學院大
学、国士舘大学、駒澤大学、四国学院大学、中央大学、中京大学、中部大学、東海大学、同志社大学、東京外国語大学、獨協
大学、名古屋大学、日本大学、福井工業大学、明治学院大学、横浜国立大学、立教大学、立命館大学、（順不同）
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香川県出身。KDDI 四国支部 支部長。社会
人になってから少林寺拳法を始め、その２年
後、支部廃止の危機に直面。級拳士で支部長
交代を決意。地域に根差した社会貢献を考え、
2019年より香川県高松市四番丁の子ども食堂
でボランティア活動を始め、運営に携わりなが
ら、少林寺拳法健康プログラムを実施している。

NTT西日本支部 支部長、大阪大正道院 道院長。
武専指導員、学生指導員。大学少林寺拳法部
時代、退部者が続出する事態の中、主将として
チームをまとめる大変さを痛感。その苦い経験
と、指導者としての責任感から、やる気にさせる
指導法・活気ある指導空間づくりが重要だと思
いコーチング指導者養成コースの普及に邁進。

コーチングマイスター

内原　晃子
コーチングマイスター

田中　徳幸

劣等感に向き合った経験が
あるから伝えられること。

練習についていけない、あるいは大会
で入賞を逃したこと等で自信が持てずに
いる拳士を目にします。私は、そのよう
な拳士に寄り添い、共に成長する指導
者でありたいと考えています。
私も技術の修得が遅く、劣等感に向き
合いながら一歩ずつ前進してきました。
この経験を活かし、拳士が抱える不安
や課題に寄り添いながら、拳士が自ら
の可能性を信じ、自信を持って未来に
向かって歩めるよう支援していきたいと
考えています。
また、私は地域の子ども食堂でボラン
ティアスタッフとして運営に携わりなが
ら、健康プログラムを実施しています。
ここでも、子どもたちだけでなく、保護
者や関係者の悩みに耳を傾け、支え合
うことの大切さを実感しています。
これからも少林寺拳法の教えを体現し、
「生きる力」を育む力を支援できる指
導法のカリキュラムを考えていきたいと
思います。

主体性を引き出し導いて
いく指導法の普及。

指導者とは「少林寺拳法の目指す５つ
の人間像」を目指し、更に拳士を導い
ていく者だと思います。
私は、自分の可能性を信じる生き方をし
てもらうために自己肯定感を上げるコー
チングアプロ―チを活用し、主体性を
持ってもらうために、説明・指示命令だ
けではなく、拳士自身の思考・判断力
を養う指導を心がけています。拳士全
員が「1年後の自分へ」という目標を
設定して取り組み、帰り際には今日でき
たことをお互いに褒めトークもします。
今では、道場でも職場でも、仲間が自
信をもって主体的に動いてくれています。
日常生活全てが易筋行ですから、周囲
に元気・やる気を与え、道場、職場や
家庭が円満で活気溢れる雰囲気になり、
より豊かな人生を描ける－。そんな巧
みなコミュニケーションができる指導者
づくりを目指し、各種指導法の研究や
講習会の企画を行って参ります。

２
０
２
５
年
、
コ
ー
チ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
で
構
成
す
る

「
指
導
法
検
討
委
員
会
」
が
新
た
に
発
足
。

　

２
０
２
５
年
度
よ
り
、
指
導
法
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
チ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー
よ
り
任
命
さ
れ
た
５
名
の
委
員
が
、
少
林
寺
拳
法
の
あ
り
方
と
コ
ー
チ
ン
グ
メ
ソ
ッ

ド
の
融
合
に
よ
る
指
導
法
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
心
理
学
・
脳
科
学
等
の
裏
付
け
や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
推
奨
の
指
導
法
を
研
究

し
、
講
習
会
・
教
材
等
の
各
専
門
部
署
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
号
で
は
各
委
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
得
意
と
す
る
分
野
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

担
当　
　
　
　

大
原　
一
純
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「ここに居たいな～」
そう思える場を多くの人に。

私が望む未来は、「ここに居たいな～」
と思う場が近くに沢山あること。周りの
どんな人にとってもそうであってほしいと
も思う－。
それは、イキイキ、刺激的、まったり…
など、自分が自然体でいることができる
場ではないでしょうか。また、誰かと喋
りたい、趣味を持ちたい、家から出た
い、笑いたい、ぼーっとしたい、自分を
もっと高めたい…など、それぞれのニー
ズが叶う場でもあります。
そこには必ず関わる人々の人間関係が
あって、コミュニケーションを通じて誰
かの世界が開かれていきます。
世界中にいる少林寺拳法の人財。それ
ぞれの個性を活かした対話力と精神性
で、「ここに居たいな～」と思える場所
があちこちに広がると思うと、とてもワク
ワクしてきます。コーチングのエッセンス
を活用して、多くの人に寄り添う場作り
ができる指導法を提供したいと思いま
す。

人に寄り添うライフコーチを
目指して。

少林寺拳法は、武道教育を通じて、自
己可能性を信じて行動できる人を育て
る、人づくりのものであり、コーチング
は主体性を持って行動できるよう、元気・
やる気を引き出す指導法ですから、多く
の部分が共通しています。心理学や脳
科学の裏付けを持つコーチングを、指
導法の一つの手段として取り入れていた
だける機会を提供していきたいと考えて
います。
家庭や学校、仕事…様々な場面で、悩
み相談に乗ってくれ、目標へ向かう人を
サポートをしてくれる存在が求められて
います。落ち込んだ時には話を聴いてく
れて、元気・やる気になる。自信が持
てるまで支えてくれる－。そんな風に寄
り添ってくれるライフコーチのような存
在が周囲にいたら、今よりずっと生活が
豊かになるのは間違いありません。
指導者、指導者を目指すみなさまのお
役に立てるよう、様々なコーチング・ノ
ウハウを提供していきたいと思います。

学びのトンネル掘りを探求
し続けて。

あるトンネルがあります。
潜
くぐ

り抜けると、「指導者も指導対象者も
笑顔になって、やる気がわいてくる」ト
ンネルです。
私はこのトンネルを通過するたびに、こ
れまでの言動の至らなさに気づかされ、
それらを改善することで周囲に笑顔が増
え、物事がスムーズに流れ始めるように
なりました。　　　　　
「コーチング指導者育成コース」というこ
のトンネルは、自己の可能性を信じさせ
る少林寺拳法の指導法と心理学・脳科
学によって裏付けされた各種コーチング
メソッドが融合したオープンイノベーショ
ン講座です。
本委員会と専門部、総勢33名は、少
林寺拳法の人づくりと日本スポーツ協会
のコーチング理念に沿った効果的で楽し
く学べる内容を日々研究しています。
皆さんが潜

くぐ

ってみたいと思えるさまざま
なトンネルを今後も掘り続けて参ります！

お母さん拳士として始めて22年。同時にボラ
ンティア活動にも励み、特に聴覚障害者の支援
「パソコン要約筆記」のサークルを立ち上げ、
県内全域で活動中。現在はコーチングを活かし、
子ども食堂等いくつかの代表を務めながら、佐
久穂スポーツ少年団指導員として子どもの人的
成長を支援している。

40年間トラブル苦情対応を行う中で、指導者
の「人間力と指導力の向上」の必要性を実感。
20年間にわたり指導法の研究を行い、指導法
を指導する講師育成講座の企画・指導に奮闘
中。2019年より、日本スポーツ協会のコーチディ
ベロッパー（公認講師）として全スポーツ団体
の指導者にコーチングを指導中。

コーチングマイスター

小山　さち子
コーチングマイスター

大原　一純

北海道出身。江別大麻道院参与道院長。7回
の転勤で多くの方と接し、様々な悩みと直面す
る。他者との関係性向上や指導法の解決方法
を模索し、4年前にコーチングと出会う。他者
への関わり方や指導法を見直し、周囲の変化か
らその可能性を実感。家庭や職場、道場など周
囲へ指導法の魅力を伝える活動を続けている。

コーチングマイスター

桒原　俊樹
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令和７年度 全国高等学校総合体育大会 少林寺拳法競技開催地

高校生のハイライトともいえるインターハイ競技。

今年度は、中国地区の各県がホストとなって開催されます。

我らが少林寺拳法競技のホストとなるのは広島県は福山市。

福山市は広島県の中でも最東部に位置し、岡山県と接しています。

広島市とは約100㎞も離れているため、同じ県内にあっても一味違う文化を楽しむことができます。

それでは、福山市とはどんなところなのか見ていきましょう！

広島県

一部停車全車停車 ※実際の乗車にあたっては、必ず時刻表をご確認ください。

九州方面 東京方面

開け未来の扉 中国総体 2025
輝け君の青春 刻め努力の軌跡

※少林寺拳法競技
7月23日（水）～25日（金）

開催期間

福 山 市ってど ん な とこ？

本年7月23日（水）から25日（金）の三日間にわたって開催されるインターハイ少林寺拳法競技の
会場、広島県福山市にあるエフピコアリーナふくやま。2019年12月に完成した最新鋭の複合ス
ポーツ施設です。◆アクセス：JR福山駅から車で約10分◆メインアリーナ固定席：約2100席◆駐
車場：360台（2時間を超えると有料）

上）JR福山駅：すぐそばにそびえる福
山城はホームからも眺めることができ
ます。 下）明王院：国宝の「本堂」「五重
塔」を有する真言宗大覚寺派の古刹。

写真提供　　公益社団法人 福山観光コンベンション協会
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福山文化ゾーン

鞆の浦

伝統工芸品

鞆の浦は「とものうら」と読み、福山市鞆地区の沼隈半島南端にある港湾およびその周辺海域（備
後灘）のことを指します。沿岸部と沖の島々一帯は「鞆公園」として、1925年に国の名勝および国立
公園に指定されています。古くから映画やテレビドラマのロケが行われており、特に2008年公開の

『崖の上のポニョ』で宮崎駿監督が構想を練った地として有名になりました。以降も映像作品のロ
ケが増えています。

また、「鞆の浦といえば鯛」と言われるほど鯛が有名で、市内には鯛飯・鯛茶漬けなど様々な鯛料理
の店があり、バリエーション豊かな鯛料理を楽しむことができます。

JR福山駅の北側、福山城を中心としたエリアには、ふくやま美術館・ふくやま草戸千軒ミュージア
ム・ふくやま文学館…など、複数の文化施設が集合しており、『福山文化ゾーン』の愛称で親しまれ
ています。芸術と歴史が調和した空間は、絶好の癒しとなるのではないでしょうか。

福山城博物館：武具や甲冑、文書、絵図などの貴重な資料が展示
されています。2022年8月に施設の大規模改修と、展示内容のリ
ニューアルが行われました。体験型展示や最新のデジタル技術
を活用した展示も充実しています。福山城は、1622年に水野勝
成によって築かれた重層天守閣で、国宝に指定されています。
　◆開館時間9:00～17:00 ◆入館料500円（高校生以下無料）

１．ふくやま美術館　
　◆開館時間9:30～17:00 ◆入館料310円
２．ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）　
　◆開館時間9:00～17:00 ◆入館料290円
３．ふくやま文学館　
　◆開館時間9:30～17:00 ◆入館料310円

４．ふくやま書道美術館　
　◆開館時間9:30～17:00 ◆入館料150円
５．福山市人権平和資料館　
　◆開館時間9:30～17:00 ◆入館料100円

　　※いずれも高校生以下の入館料は無料
※実際の利用にあたっては各HPを参照

左上）松永下駄：はきもの産業発祥の地と呼ばれる松永では、伝統の技術を継承するとともに革新
的なアイディアも取り入れた様々な下駄が生産されており、そのシェアは全国60％に及びます。
上）備後絣（びんごかすり）：久留米絣、伊予かすりとともに日本三大絣のひとつです。県指定の伝
統的工芸品です。
左）福山琴：福山は日本一の生産地で全国70％のシェアを誇ります。楽器として初めて経済産業大
臣指定伝統的工芸品に指定されました。
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泣
き
虫
だ
っ
た
小
学
一
年
生
の
私

は
、
父
に
手
を
引
か
れ
佐
賀
有
田
道

院
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
強
い
男
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
父
の
願
い
も
あ

り
、
半
ば
強
制
的
に
入
門
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

道
院
や
大
学
、
就
職
先
で
多
く
の
良

き
指
導
者
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

少
林
寺
拳
法
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
強
い
男
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
少
林
寺
拳
法
に
導
い
て
く
れ
た

父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
少

林
寺
拳
法
は
私
の
人
生
の
指
針
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、
保
健
体
育
の
教
員
と
し

て
特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
特
別
支
援
学
校
に
通
う
生
徒
は

必
要
な
支
援
も
個
々
に
異
な
り
ま
す

が
、
生
徒
の
指
導
支
援
に
あ
た
り
、

教
師
と
生
徒
の
互
い
の
「
構
え
」
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
少
林
寺
拳
法

に
は
、
多
く
の
構
え
が
あ
り
ま
す
。

構
え
と
は
、
動
作
の
無
駄
や
無
理
を

省
き
、
攻
防
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
の
身
体
的
、
精
神
的
な
準
備
を
指

し
ま
す
。
こ
れ
は
授
業
づ
く
り
や
ク
ラ

ス
運
営
に
お
い
て
も
同
様
で
、
生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
学
習
や
活
動
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
正
し
い
姿
勢
や

態
度
、
す
な
わ
ち
「
構
え
」
を
整
え

る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
合

掌
礼
を
さ
れ
る
と
自
然
と
姿
勢
が
正

し
く
な
り
相
手
に
心
が
向
く
よ
う
に
、

ど
ん
な
時
も
、
先
ず
は
自
分
か
ら
生

徒
に
心
を
向
け
て
、「
構
え
」
を
整
え

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

何
に
お
い
て
も
当
た
り
前
の
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
た
り
前
を
徹

底
し
て
行
う
。
そ
れ
も
私
が
「
構
え
」

と
し
て
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、「
構
え
」
は
生
活
面
や
人
間

関
係
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
挨

拶
を
す
る
時
に
、
し
っ
か
り
と
相
手
の

目
を
見
て
礼
儀
正
し
く
行
う
こ
と
で
、

前
向
き
な
姿
勢
が
身
に
つ
き
、
自
己

肯
定
感
や
自
信
向
上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
特
別
支
援
学
校
に
は
、
自
分

に
自
信
が
な
く
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
生
徒
も
多
く
い

ま
す
が
、そ
う
し
た
基
本
的
な「
構
え
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
将
来
社
会
に

出
て
生
活
し
て
い
く
力
を
養
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
教
員
十
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も「
組
手
主
体
」の
よ
う
に
、

今
後
出
会
う
生
徒
た
ち
と
学
ぶ
喜
び

を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

強い男になってほしいという父の
願いを受けて、小学1年生の頃
に少林寺拳法に入門。日本体育
大学に進学し少林寺拳法部に入
部。卒業後は、少林寺拳法発祥
の地である香川県の坂出第一高
校に勤務。その後、一般企業も
経験し「人づくり」＝教育の価
値に改めて気づき故郷である佐
賀県で教員をしている。令和7
年4月より中学校教諭として武
雄中学校に勤務。

「
構
え
」
を
大
切
に
す
る

松尾　裕太

佐賀県立武雄高校　松尾 裕太 拳士　
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執
筆
者
　
　
志
村
　
力

　「
間
合
い
」
と
言
う
と
剛
法
を
連
想

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
柔
法
に
お

い
て
も
「
間
合
い
」
は
重
要
で
す
。

　
柔
法
の
守
法
に
は
運
足
も
含
ま
れ
て

お
り
、
初
期
に
教
わ
る
鈎
手
守
法
に
お
い

て
も
、
手
だ
け
で
守
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
下
半
身
を
含
む
全
身
を
用

い
て
不
敗
の
体
勢
を
築
い
て
い
る
の
で
す
。

　
運
足
を
正
し
く
行
い
、
適
切
な
間
合

い
を
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
攻
者
に

虚
が
生
ま
れ
、
効
率
よ
く
抜
き
技
や
逆

技
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
無
理
な
く
力
を
使
う
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
柔
法
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

■
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
運
足
を
行
う

　
柔
法
法
形
で
は
、
守
者
が
誘
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

守
者
は
攻
者
が
攻
撃
に
転
じ
る
瞬
間
を

見
計
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
瞬
間
こ
そ
、
運
足
を
行
う
タ
イ
ミ
ン

グ
と
な
り
ま
す
。
攻
者
は
、
守
者
が
近

づ
い
て
く
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

意
表
を
つ
く
動
き
と
も
な
り
、
攻
者
を

崩
す
（
虚
を
つ
く
る
）
の
に
も
も
っ
て
こ

い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

柔
法
の
「
間
合
い
」。

攻
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
く
見
る
。

　今回は三角守法を確認していきます。

　攻者は諸手で攻撃してきますが、左右

の手で同時に掴まれることはありません。

熟練すればするほど、また、攻撃の意図

が明確であればあるほど、一方の手を基

準としてそれを補助するように他方の手

に力を込めるため、必ずどちらかの手が

先に守者の腕に触れることになります。

　守者は、先に触れられた手を基準にし

て守法に入ります。三角守法では、攻者

の正中線に握られた腕の肘（頂点）を向

けるように入り身をします。掴まれたとき

よりも腰を落とすように心がけましょう。

PO
IN

T O
F V

IEW

攻
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
く
見
る
。

①右手で掴み…

② 左手を添えて捩じ
上げる

攻
撃
の
手
順
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■
近
寄
ら
れ
る
と
力
を
入
れ
に
く
い

　
攻
者
は
自
身
が
最
も
力
を
入
れ
ら

れ
る
距
離
で
身
体
を
使
お
う
と
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
崩
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

出
せ
る
力
も
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
結
果
、掴
む
力
が
弱
ま
っ
た
り
、

関
節
を
曲
げ
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
逆
用
し
て
抜
き
・
逆
を

か
け
て
い
く
の
で
す
。

■
両
手
ま
た
は
諸
手
の
攻
撃

　
両
手
ま
た
は
諸
手
に
よ
る
攻
撃
は
力

も
強
く
、
守
者
は
怖
い
と
感
じ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
着
眼
点
を
変

え
る
と
、
こ
の
と
き
攻
者
の
二
本
の
腕

は
当
身
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

い
わ
ば
、
最
も
器
用
な
（
守
者
が
最
も

警
戒
す
べ
き
）
攻
防
用
器
を
自
ら
枷
し

て
し
ま
っ
た
状
態
と
も
言
え
る
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
両
手
ま
た

は
諸
手
の
攻
撃
時
こ
そ
、
安
全
に
近
づ

け
る
好
機
と
言
え
ま
す
。
前
述
の
通
り
、

近
づ
く
こ
と
で
攻
者
は
力
を
入
れ
に
く

く
な
り
ま
す
の
で
、
二
本
の
腕
に
よ
る

強
い
攻
撃
に
負
け
な
い
体
勢
を
築
く
と

い
う
意
味
で
も
効
果
的
な
の
で
す
。

　
実
際
の
修
練
で
は
、
要
点
を
踏
ま
え

て
習
得
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
攻
者
の

ス
ピ
ー
ド
や
力
は
段
階
的
に
調
節
し
て

も
ら
い
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

掴まれた手首を丹田にあてる。
　入り身の目安は、掴まれた手首がちょ

うど自分（守者）の丹田にあたるように

することです。守者は足を近づけ、展開し

て、攻者にほぼ真横を向けるような形に

なります。

　手首が身体から離れた状態では、攻者

の捩じ上げる力に耐えられません。また、

手首が丹田からずれて肘が守者の身体か

ら離れてしまうと、攻撃の方向が変わっ

たときに前方へ倒されてしまうので注意

してください。

攻者が崩れているので逆技に発展できる。
　三角守法からの逆技に『巻込小手』が

ありますが、そのつくりには特殊なコツ

を要します。三角守法が正しくできていな

いと、相手が崩れず力が入ったままとな

り、スムースにつくりへ持っていけないば

かりか、力対力の強引な技となってケガ

や事故につながる可能性が出てきます。

　三角守法が正しく行われると、意識的

にも、体勢的にも攻者には虚が生じます。

さらに腕刀を落とす動作で攻者・手首の

反作用を引き出し、逆小手系に逆を極め

るつくりが可能となります。

　上級の逆技に発展させるうえでも、守

法そのものの完成度は欠かせない要素だ

というわけです。

① 確かに三角には
なっているが…

② 力の向きが変わると
崩されてしまう。

　入り身の目安は、掴まれた手首がちょ

うど自分（守者）の丹田にあたるように

することです。守者は足を近づけ、展開し

て、攻者にほぼ真横を向けるような形に

なります。

　手首が身体から離れた状態では、攻者

の捩じ上げる力に耐えられません。また、

手首が丹田からずれて肘が守者の身体か

ら離れてしまうと、攻撃の方向が変わっ

たときに前方へ倒されてしまうので注意

してください。

② 力の向きが変わると

POINT OF VIEW

POINT OF VIEW

攻者が崩れているので逆技に発展できる。

巻
込
小
手

※ 今回は三角守法
がメインですの
で、巻込小手の
細かな解説は割
愛します。
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執
筆
者
／
荒
井
章
士

■
逆
天
秤
ま
た
は
そ
れ
に
似
た
攻
撃

　

諸
手
押
抜
は
、少
林
寺
拳
法
教
範
で
は「
相
手

が
両
手
で
我
の
片
手
を
順
に
握
り
、外
側
か
ら

逆
天
秤
に
か
つ
が
ん
と
し
た
よ
う
な
時
の
抜
き

方
で
あ
る
。一
、鈎
手
に
な
り
、腰
を
落
と
し
て
肘

を
浮
か
せ
ぬ
よ
う
に
充
分
注
意
し
、体
を
低
め

に
守
る
。二
、手
掌
を
上
に
向
け
た
ま
ま
、握
っ
て

い
る
相
手
の
両
手
の
中
を
通
し
て
、外
側
に
腰
を

ひ
ね
っ
て
押
抜
く
。」と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、科
目
表
に
は
、攻
撃
が
逆
天
秤
と
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、練
習
や
試
験
で
は
逆
天
秤
を
仕

掛
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、教
範
に
は「
逆
天

秤
に
か
つ
が
ん
と
し
た
よ
う
な
時
」と
書
か
れ
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、逆
天
秤
と
そ
れ
に
似
た
状
況
も
攻

撃
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、教
範
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
思
い
込

み
を
持
た
ず
に
読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
記
述
が

あ
る
の
で
、活
用
す
る
際
に
は
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
左
手
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
ポ
イ
ン
ト

　

諸
手
押
抜
の
抜
き
方
は
、片
手
押
抜
と
同
じ
で

す
が
、左
手
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
相
違
が

あ
り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
の
要
点
は
２
点
あ
り
、特
に
２
点
目

の
操
作
が
弱
い
と
、押
抜
を
し
た
と
き
に
、攻
者

の
左
手
を
抜
き
き
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

動画視聴はこちらから

諸手押抜
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諸手押抜の攻撃方法
（逆天秤）

手掌上向きの鈎手

攻者は、逆天秤を捕る場合、守者の
右手を諸手で掴み、左足を差し替え
ながら転回し、裏に入ります。

守者は、裏を捕られる前に、素早く鈎手
をつくり、左足を差し替えながら鈎手
守法をして、攻者の動きを止めます。

攻者は、守者の腕を掴
んだ直後から、強い捻り
（外旋）を仕掛けてくる
ので、守者は、右手拇指
の付け根を引き付け、
やや手首を活かしなが
ら、手掌上向きの鈎手と
なります。

抜いた後の当身は、守者の
体勢上、内腕刀打が適してい
ます。内腕刀打は、とても危
険な当身なので寸止めせざ
るを得ませんが、近年、手先
だけの動作で済ませる拳士
を多く見受けます。本来は、
体重を浴びせながら内腕刀
で相手の首筋を打つので、サ
ンドバック等で当てる感覚を
養っておくことも必要です。

内
腕
刀
打

左手によるサポートから抜き

 当身の後、守者の左手手掌で、我の右手小
指側面を軽く押しながら、がっちりと握られ
ている攻者の右手首と右拇指を殺します。

その流れのまま、守者は左拇指の付け根と
我の右腹で、攻者の右手首をはさみます。

押抜は、攻者との接点（支点）を動かさず、
右肘を相手に向かって動かして抜きます。

21
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憎しみとか卑屈さを隠した団結や、他人をやっつけることで己の値打ちを維持しているよ

うなそんなあり方にどんな価値があるだろう。「私を敵だと思ってかかってこい」。一部の武道

家とかが、「鍛えてやる」と称して好んで使うセリフだ。ほんとうは単なるシゴキやイジメ、厭
いや

み、

あるいは自分のエエ格好しいでしかないかもしれないのに、鍛錬とか修行とかオブラートに

包んだことばを言いたがる。我 だ々って、自分らを見つめもせず、他の批判や評論ばかりして

いると、いつの間にか同じことになりかねない。「我 だ々けは例外」はありえないのです。自分の

「力」を客観的、つまり謙虚に知っていたら、驕りではない自信が養われるはずです。そして、

そういう実力で、後輩や若い人たちを育てる努力をすればいいのに、己を知らず、また知ろう

ともしないから、ただエラそうに抑えつけ、威張るだけになってしまう。

もっと自分を素直にさらけ出し、その上で、自分にもあるであろう、人間としての長所を見つ

けるようにすべきだと思う。

他人が自分を越えて成長、向上していくことを妬むなよ。他人を妬む気持ちが強いような人

は指導者に向かないし、ましてや弟子が育つのを阻むなんていうのは最低だと言いたい。

（１９７２年２月　新設道院長・支部長講習会）

　
宗
道
臣
開
祖
は
終
生
、縦
割
り
が
強
く

思
い
や
り
を
欠
い
た
無
機
質
な
組
織
を
嫌

い
ま
し
た
。上
記
の
よ
う
に
、指
導
者
へ
人

間
関
係
の
在
り
方
を
問
い
、組
織
風
土
に

触
れ
る
法
話
は
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。今

号『
少
林
寺
拳
法
誕
生
前
夜
』に
あ
る
飛
行

隊
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、そ
の
よ
う
に
強
く

思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
出

来
事
の
一つ
で
す
。

　
家
族
と
過
ご
し
た
時
間
が
過
酷
で
短
か

い
開
祖
で
し
た
か
ら
、人
間
関
係
の
在
り

方
に
特
別
な
思
い
を
投
影
し
て
い
た
部
分

も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
創
始
か
ら
約
80
年
を
経
て
、少
林
寺
拳

法
の
組
織
に
幅
広
い
世
代
の
人
が
関
わ
る

よ
う
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
も
多

様
化
を
極
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
既
成

概
念
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
多
く
出

て
き
て
、社
会
や
組
織
、他
人
の
考
え
て
い

る
こ
と
に
よ
く
よ
く
傾
聴
し
て
み
な
い
と

真
意
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。立
場
・
年
齢
の
あ
る
者
が
凝

り
固
ま
っ
て
し
ま
う
と
、関
係
づ
く
り
も
ま

た
、た
ち
ま
ち
滞
っ
て
し
ま
う
時
代
で
す
。

　「
先
生
」と
呼
ば
れ
る
う
ち
に
錯
覚
し
、自

己
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
し
な
く
な
る
―
。

そ
の
落
と
し
穴
を
痛
烈
に
言
い
当
て
た
こ
の

語
録
は
、多
様
性
の
時
代
に
は
殊
更
ズ
シ
リ

と
響
く
普
遍
的
な
教
え
で
す
。〝
驕
り
で
は
な

い
自
信
〟を
本
当
に
身
に
付
け
ら
れ
れ
ば
、ど

ん
な
相
手
に
も
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
、豊

か
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
―
。

そ
の
真
理
は
現
代
社
会
に
お
い
て
益
々
価
値

を
輝
か
せ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

自分の「力」を客観的、つまり謙虚に
知っていたら、驕りではない自信が
養われる

文　　編集室
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「
教
室
に
は
お
酒
の
一
升
ビ
ン
が
置

い
て
あ
る
」 「
い
つ
も
、酔
っ
払
っ
て
授

業
を
し
て
い
る
」…
そ
う
、う
わ
さ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。６
年
担
任
の
Ａ
先
生
の

こ
と
で
す
。 

実
際
、い
つ
も
赤
ら
顔
で
、と
き
ど
き

ふ
ら
ふ
ら
と
近
づ
い
て
く
る
と
、何
と

な
く
お
酒
の
匂
い
が
し
ま
し
た
。 

何
よ

り
、赤
ら
顔
の
怖
い
顔
は
、ま
る
で“
赤

鬼
”の
よ
う
で
し
た
。怖
が
り
だ
っ
た
私

は
、遠
く
に
Ａ
先
生
の
姿
が
見
え
る
と
、

で
き
る
だ
け
出
会
わ
な
い
よ
う
に
回

り
道
を
し
て
教
室
に
戻
る
程
で
し
た
。

「
戦
争
で
、お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も

亡
く
し
た
」と
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま

し
た
。

あ
ん
な
先
生
が
担
任
だ
っ
た
ら
絶
対

に
学
校
に
は
行
か
な
い
、私
は
内
心
そ

う
思
う
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

＊

校
庭
で
は
５
・６
年
生
の
野
球
の
朝

練
が
盛
ん
で
し
た
。 

昭
和
30
年
代
の

中
ご
ろ
、わ
が
国
は
少
し
づ
つ
高
度
成

長
に
向
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、戦
災

に
あ
っ
た
私
た
ち
の
家
庭
は
ま
だ
貧
し

く
、革
の
新
品
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
は
ご
く
少
数
で
し
た
。多
く
は

素
手
で
ボ
ー
ル
を
受
け
と
め
、ま
れ
に

恐
ろ
し
く
不
恰
好
な
手
製
の
グ
ロ
ー
ブ

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。加
え
て
、私
た
ち

の
小
学
校
は
出
来
た
ば
か
り
で
、 
体
育

館
も
な
け
れ
ば
運
動
に
必
要
な
備
品

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
だ
４
年
生
だ
っ
た
私
は
、朝
早
く

登
校
し
、先
輩
た
ち
の
練
習
を
眺
め
る

の
が
楽
し
み
の
一つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

あ
る
朝
の
こ
と
で
す
。私
は
衝
撃
的
な

光
景
を
見
た
の
で
す
。 

あ
の
Ａ
先
生
が

バ
ッ
ト
を
振
り
回
し
て
ノ
ッ
ク
し
て
い

る
の
で
す
。 

す
ご
い
形
相
で
し
た
。 

よ

く
見
る
と
、Ａ
先
生
が
集
中
的
に
鍛
え

て
い
る
の
が「
不
良
」と
下
級
生
か
ら
恐

れ
ら
れ
て
い
た
Ｂ
君
な
の
で
す
。

Ａ
先
生
は
怒
鳴
り
な
が
ら
Ｂ
君
に

ノ
ッ
ク
を
浴
び
せ
続
け
て
い
ま
す
。 

Ｂ

君
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
グ
ロ
ー
ブ
を
手
に
し

て
、右
へ
左
へ
と
飛
び
跳
ね
、ボ
ー
ル
に

食
ら
い
付
い
て
い
き
ま
す
。ふ
だ
ん
い

い
加
減
そ
う
な
Ａ
先
生
と
、先
生
の
怒

鳴
り
声
の
呼
び
掛
け
に「
ハ
イ
ッ
」と
応

え
な
が
ら
必
死
に
球
を
追
う
Ｂ
君
。私

は
二
人
を
目
で
追
い
な
が
ら
、茫
然
と

し
て
い
た
は
ず
で
す
。

６
年
生
に
し
て
は
凄
味
の
あ
る
Ｂ
君

と
、お
よ
そ
教
師
と
し
て
は
崩
れ
た
感

じ
の
Ａ
先
生
。二
人
の
何
か
が
強
く
引

き
合
っ
て
、誰
も
入
り
込
め
な
い
よ
う

な
空
間
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
。

「
Ａ
先
生
は
、本
気
を
出
す
と
す
ご

い
ん
だ
」

そ
の
時
以
来
、 

私
の
Ａ
先
生
へ
の
イ

メ
ー
ジ
は
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。

＊

私
の
住
ん
で
い
る
街
で
は
、合
唱

ブ
ー
ム
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

前
年
、あ
る
小
学
校
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。そ
の
学
校
を
含
め
、入
賞
常

連
校
が
毎
年
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
ま
し

1950（昭和25）年、宮城県仙台
市生まれ。早稲田大学卒業後、
同大学院修了。発達心理学・臨
床心理学専攻。東京都八王子
市教育センター教育相談員を
経て、早稲田大学人間科学学
術院教授を2015年３月まで務
める。現在も、不登校、いじめ、
非行など、さまざまな子ども.へ
のカウンセリングに加え、学校
崩壊をはじめとする学校のコ
ンサルテーションに取り組む。
＜心の基礎＞教育を学ぶ会会
長。著書は『武道──心を育む』

（日本武道館出版）など多数。

執筆者/菅野 純

大
人
の〈
本
気
〉

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

菅
野
　
純

た
。新
設
校
だ
っ
た
私
の
小
学
校
は
、そ

の
一
角
に
何
と
か
食
い
込
も
う
と
、学

校
あ
げ
て
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
を
作
り
ま

し
た
。 

５
年
生
に
な
っ
た
私
も
そ
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。指
揮
を
と

る
合
唱
指
導
者
は
、何
と
あ
の
Ａ
先
生

で
す
。し
か
し
私
は
も
う
Ａ
先
生
を
怖

が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。Ａ
先
生
が

本
気
で
や
る
な
ら
徹
底
的
に
つ
い
て
い

こ
う
と
子
ど
も
な
り
に
決
断
し
た
の
で

す
。 

練
習
は
放
課
後
毎
日
、夏
休
み
も

冬
休
み
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。体
育

館
が
な
い
た
め
に
、他
地
区
の
学
校
の

体
育
館
を
借
り
て
行
う
こ
と
も
た
び

た
び
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
２
年
目
、私
た
ち

は
県
３
位
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。「
無

名
校
が
入
賞
」と
新
聞
に
載
っ
た
の
で

す
。私
に
と
っ
て
は
、Ａ
先
生
の
本
気
さ

を
目
一
杯
味
わ
え
た
２
年
間
で
し
た
。
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こ
れ
ま
で
二
年
に
わ
た
り
異
分
野
の
第
一
人
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
き
た
、
本
コ
ー
ナ
ー

の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
・
髙
坂
正
治
教
授
に
、
少
林
寺
拳
法
の
教
育
的
価
値
と
可
能
性
に
つ
い
て
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
も
様
々
な
第
一
人
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

今
号
と
次
号
に
掲
載
す
る
髙
坂
教
授
の
原
稿
を
基
調
と
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
異
分
野
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
刺
激
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
林
寺
拳
法
や
指
導
内
容
に
つ
い
て
柔
軟
か
つ

多
角
的
に
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

国際武道大学 体育学部武道学科教
授。兵庫県神戸市出身。報徳学園で
少林寺拳法と出逢う。少林寺拳法グ
ループ職員、中学校教員を経て現職。
少林寺拳法七段。国際武道大学少林
寺拳法部監督。

国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
髙
坂
正
治
教
授
が
語
る

少
林
寺
拳
法
の
可
能
性

国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
髙
坂
正
治
教
授
が
語
る

少
林
寺
拳
法
の
可
能
性

一般の教員に武道授業について指導する髙坂教授／日本武道館研修センターにて
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２
０
２
３
年
春
号
か
ら
始
ま
っ
た「
武
道
の

可
能
性
」の
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、本
コ
ー
ナ
ー
に

込
め
た
思
い
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、私
自

身
が
少
林
寺
拳
法
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
中
学
校
武
道
授
業
の
取
り
組
み
の
中
で

気
づ
い
た
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
コ
ー
ナ
ー
に
込
め
た
思
い
…「
本
質
的
な
意

味
を
問
い
、客
観
的
に
見
つ
め
る
」

　

私
は
少
林
寺
拳
法
を
始
め
て
ま
も
な
く
40

年
、指
導
者
と
し
て
か
れ
こ
れ
30
年
の
月
日
が

経
ち
ま
す
。こ
の
節
目
の
時
に
、私
自
身
が
少

林
寺
拳
法
を
正
し
く
継
承
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、ま
た
、発
展
に
寄
与
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自
答
し
な
が
ら

日
々
学
生
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。「
少
林
寺

拳
法
は
素
晴
ら
し
い
」こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、何
事
も
盲
目
的
に

信
じ
る
こ
と
に
は
危
う
さ
が
伴
い
ま
す
。「
こ
れ

で
い
い
の
か
？
」と
常
に
問
い
続
け
る
こ
と
が
、

正
し
く
継
承
す
る
こ
と
、発
展
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
創
始
80
周
年
を
迎
え
る
少
林
寺

拳
法
は
、時
代
と
と
も
に
変
化
・
発
展
し
て
き

ま
し
た
。社
会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
中
で
、社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
少
林
寺
拳
法
で
あ
る
た
め
に
は
、次
の
よ
う

に
柔
軟
な
思
考
と
多
角
的
な
視
点
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

①�

私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
少
林
寺
拳
法
の
本

質
的
な
意
味
を
問
う
こ
と

②�「
こ
れ
か
ら
進
も
う
と
し
て
い
る
方
向
性

は
間
違
っ
て
い
な
い
か
？
」と
冷
静
か
つ
客

観
的
に
考
え
る
こ
と

　
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
変
え
て
は
な

ら
な
い
も
の
、変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
」が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
武
道
の
可
能
性
」の
コ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ら

の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
す
。

少
林
寺
拳
法
の
教
育
的
価
値
と
可
能
性

　

私
は
15
年
前
、本
部
を
退
職
し
て
中
学
校
教

員
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
、も
う
二
度
と
着
る

こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、道
衣
を
押

し
入
れ
に
し
ま
い
込
み
ま
し
た
。し
か
し
、赴
任

し
た
学
校
に
は
た
ま
た
ま
少
林
寺
拳
法
部
が

あ
り
、し
か
も
授
業（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

で
全
学
年
が
少
林
寺
拳
法
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。そ
う
簡
単
に
縁
は
切
れ
な
い
ん
だ
な
と
諦

め
ま
し
た（
笑
）。

　
た
だ
私
は
、当
時
、授
業
で
少
林
寺
拳
法
を
実

施
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
し
た
。生
徒
に
と
っ

て
他
に
も
っ
と
必
要
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、少
林
寺
拳
法
の
授
業
の

取
り
や
め
を
提
案
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、団
主

任
か
ら
、「
少
林
寺
拳
法
の
授
業
は
残
り
４
回
あ

る
。髙
坂
先
生
が
授
業
を
や
っ
て
！
」と
逆
に
提

案
さ
れ
渋
々
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
の
指
導
に
は
あ
る
程
度
自
信

は
あ
り
ま
し
た
が
、授
業
で
の
実
施
は
初
め
て

で
し
た
。

　

道
場
で
の
指
導
と
授
業
と
の
一
番
の
違
い
は
、

「
少
林
寺
拳
法
を
や
り
た
く
な
い
生
徒
が
い

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
や
り
た
い
く
な
い
」と

ま
で
は
思
っ
て
い
な
く
て
も
、「
な
ぜ
少
林
寺
拳

法
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？
」と
疑
問
に

思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
。こ
の
状
況

下
で
授
業
を
行
う
の
は
大
変
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
、こ
の
時
ほ
ど
内
容
に
つ

い
て
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
さ

に
こ
の
時
、「
何
の
た
め
に
少
林
寺
拳
法
を
や
る

の
か
？
」と
い
う
本
質
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
ら

れ
た
の
で
す
。

　

私
は
改
め
て
学
習
指
導
要
領
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。学
習
指
導
要
領
は
、学
校
教
育
法

等
に
基
づ
き
各
学
校
で
教
育
課
程（
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）を
編
成
す
る
際
の
基
準
と
な
る
も
の

で
、各
教
科
の
目
標
と
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。保
健
体
育
科
だ
け
で
な
く
、道
徳
科
、総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、少
林
寺
拳
法
の
目
的
と
重
な
る
部
分
が
多
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く
、学
校
教
育
に
お
け
る
少
林
寺
拳
法
の
教
材

と
し
て
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。少
林
寺
拳

法
が
創
始
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
、創
始
の
動
機

と
目
的
、技
の
豊
富
さ
と
そ
の
理
論
、教
え
と

技
の
整
合
性
、ま
た
、護
身
術
、礼
儀
作
法
、物

事
の
見
方
や
考
え
方
、心
の
持
ち
よ
う
、人
間

関
係
の
あ
り
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、生
き

方
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
様
々
な
切
り
口
か
ら

展
開
で
き
る
守
備
範
囲
の
広
さ
と
奥
深
さ
、少

林
寺
拳
法
の
教
育
的
価
値
と
可
能
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
林
寺
拳
法
の
特
性

　
授
業
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

「
少
林
寺
拳
法
を
教
え
る
」の
で
は
な
く
、「
少

林
寺
拳
法
で・

教
え
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。少
林

寺
拳
法
を
教
え
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。少
林
寺
拳
法
と
い
う
教
材
を
手
段
に

し
て
、学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、生
徒
に
対
し
て﹇
何
を
問
い
か

け
﹈﹇
何
を
考
え
さ
せ
﹈﹇
何
を
身
に
付
け
さ
せ
る

の
か
﹈と
い
う
こ
と
を
指
導
者
自
身
が
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。素
材
で
あ
る
少
林
寺

拳
法
を
、授
業
用
と
し
て
加
工（
教
材
化
）す
る

に
あ
た
っ
て″
素
材
の
特
性
を
生
か
す
〞と
い
う

視
点
が
重
要
で
す
。

　

私
は
少
林
寺
拳
法
の
特
性
は「
技
を
通
し
て

教
え
を
体
感
す
る
こ
と
」に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
特
性
を
生
か
す
た
め
に
は
仕
掛
け
が

必
要
と
な
り
ま
す
。私
が
実
践
し
て
い
る
３
つ
の

仕
掛
け
を
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
が
授
業
を
行
う
上
で
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
こ
と
は
２
点
あ
り
ま
す
。

　

①
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
教
材
化
す
る
か

　

②
指
導
者
の
持
ち
味
を
生
か
す

　

…
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、支
部
の
運
営

に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。指
導
者
の
持
ち
味
や
問
題
意
識

に
よ
っ
て
運
営
の
仕
方
や
雰
囲
気
は
異
な
っ
て

き
ま
す
。

　

表
Ａ
は
私
の
授
業
で
取
り
扱
っ
て
い
る
テ
ー

マ
、技
、教
え
の
一
覧
で
す
。文
言
を
見
る
だ
け

で
も
授
業
の
内
容
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
学
校
武
道
授
業
の
ス
ス
メ

　

私
は
中
学
校
で
の
授
業
を
通
じ
て
、少
林
寺

拳
法
の「
本
質
的
な
意
味
を
問
い
、客
観
的
に

見
つ
め
る
」こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。今
ま

で
何
と
な
く
理
解
し
て
い
た
少
林
寺
拳
法
の

特
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、技
に
お
い

て
も
そ
の
本
質
的
な
意
味
や
理
法
の
理
解
な

ど
、今
ま
で
わ
か
っ
て
い
た
つ
も
り
・で
き
て
い

た
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。教
え
に
つ
い
て
も
教
科
書（
読
本
）

通
り
の
説
明
で
は
生
徒
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。自

ら
の
体
験
を
通
し
て
、自
分
の
言
葉
で
説
明
す

る
か
ら
こ
そ
、そ
の
真
意
が
生
徒
に
伝
わ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
を
経
験
し
て
思
う
こ
と
は
、道
場
で
の

指
導
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

や
や
も
す
る
と
少
林
寺
拳
法
を
教
え
る
こ

と
が
目
的
化
し
て
し
ま
い
、少
林
寺
拳
法
で・

伝

え
る
べ
き
物
事
の
見
方
や
考
え
方
、人
間
関
係

の
あ
り
方
な
ど
の
人
生
観
や
哲
学
に
つ
い
て
の

伝
達
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。恥
ず
か

し
な
が
ら
そ
れ
ま
で
の
私
は
少
林
寺
拳
法
を

指
導
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、少
林
寺
拳

法
を
通
じ
て
ど
う
い
う
力
を
身
に
つ
け
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、明
確
な
よ
う
で
不
明
確
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、中
学
校
で
の
武
道
授
業
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。中

学
生
に
少
林
寺
拳
法
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
、ゼ
ロ
を
イ
チ
に
す
る
こ
と
は
大
き
な

一
歩
で
す
。何
よ
り
も
指
導
者
自
身
が
少
林
寺

拳
法
の
本
質
的
な
意
味
を
見
つ
め
直
す
機
会

と
し
て
、一
番
の
学
び
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

髙
坂
流
・
３
つ
の
仕
掛
け

「
３
つ
の
手
が
か
り
」

　

①
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
…
技
を
示
範
し
て
ゴ
ー
ル

を
示
し
ま
す
。

　

②
理
論
…
原
理
原
則
を
説
明
し
ま
す
。

　

③
体
感
覚
…
身
体
の
遣
い
方
を
体
感
さ
せ
ま
す
。

　
　

↓
技
の
枝
葉
末
節
は
で
き
る
限
り
省
き
、

「
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
、理
論
、体
感
覚
」を

示
し
、生
徒
た
ち
は
そ
れ
ら
を
手
が
か
り

に
、自
分
と
相
手
の
身
体
を
通
し
た
学
習

を
進
め
て
い
き
ま
す
。手
が
か
り
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
テ
ー
マ
と
講
話
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　

技
と
教
え
を
関
連
づ
け
る
」

授
業
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、技
と
教

え
を
関
連
付
け
て
授
業
内
容
を
構
成
し
ま

す
。教
え
の
説
明
で
は
、専
門
用
語
を
わ
か

り
や
す
い
表
現
に
変
換
し
ま
す
。ま
た
、基

本
的
な
説
明
に
加
え
て
、例
え
話
や
体
験
談

を
用
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
振
り
返
り
に
よ
っ
て
授
業
と
日
常
を
繋
げ
る
」

　
　

振
り
返
り
で
は
、授
業
で
の
学
び
を
日
常
生

活
に
置
き
換
え
て
考
え
、自
分
事
と
し
て
受

け
止
め
る
こ
と
で
、よ
り
理
解
を
深
め
ま
す
。

礼
法
・
技
・
教
え
に
つ
い
て
、所
作
の
意
味
や

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
説
明
し
、物
事

の
見
方
や
考
え
方
、人
間
関
係
の
あ
り
方
に

関
連
づ
け
て
、日
常
生
活
へ
の
生
か
し
方
ま

で
展
開
で
き
る
と
少
林
寺
拳
法
の
特
性
が

よ
り
発
揮
で
き
ま
す
。
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文部科学省
学習指導要領「生きる力」

生きる力 学びの、その先へ

「学習指導要領」とは、全国どこの学校でも一定の教育水準が保てるよう、文部科学省が定めている教育課程（カリキュラム）の基準です。およそ10年に一度、改訂しています。
子供たちの教科書や時間割は、これを基に作られています。
これまで大切にされてきた、
子供たちに「生きる力」を育む、という目標は、これからも変わることはありません。
一方で、社会の変化を見据え、新たな学びへと進化を目指します。

新しい「学習指導要領」の内容を、多くの方 と々共有しながら、子供たちの学びを社会全体で応援していきたいと考えています。

学校で学んだことが、子供たちの「生きる力」となって、明日に、そしてその先の人生につながってほしい。
これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。
そして、明るい未来を、共に創っていきたい。
2020年度から始まる新しい「学習指導要領」には、そうした願いが込められています。

保護者の皆さまへ
子供たちの「生きる力」を育むには、学校での学びを日常生活で活用したり、ご家庭での経験を学校生活に生かしたりすることが、とても大切です。

お子さんが学校で学んだことについて、ご家庭で、ぜひ話してみてください。
保護者の皆さまの働きかけが、子供たちの「生きる力」を育む大きな原動力になります。

保護者の働きかけがある子供の学力は高いという傾向があります。
例えば……
□学校や友達のこと、地域や社会の出来事など家庭での会話が多い。
□テレビ・ビデオ・ＤＶＤを見る時間などのルールを決めている。
□テレビゲーム（携帯電話やスマートフォンを使ったゲーム等を含む）をする
　時間を限定している。□子供に本や新聞を読むようにすすめている。□子供に最後までやり抜くことの大切さを伝えている。□自分の考えをしっかり伝えられるようになることを重視している。
□地域や社会に貢献するなど人の役に立つ人間になることを重視している。
（平成29年度全国学力・学習状況調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究）

目指すのは「社会に開かれた教育課程」の実現保護者の皆さまや地域の皆さまのお力添えをいただきながら、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を達成していきます。

DATA

がく しゅう  し    どう  よう りょう

学習指導要領「生きる力」

学びの、その先へ

2020年度から始まる新しい「学習指導要領」には、 生きる力
学びの、その先へ

学校で学んだことが
、明日、そして将来

につながるように、

子供の学びが進化
します。新しい学習

指導要領、スタート
。

小学校：2020年度
～ 中学校：2021年

度～ 高等学校：20
22年度～  

子 供の未来を支
える皆さまと共

有したい

新しい学習指導要
領

幼稚園は、2018年
度に新しい幼稚園

教育要領がスター
ト。特別支援学校

は、小・中・高等学
校学習指導要領に

合わせて実施。

最新の学習指導要領は文部科学省
HPより閲覧できます。

学習指導要領

テーマ 技法 教え

力みへの気づき 下受蹴 平常心
理法の活用 小手抜・逆小手 修行の心得
勇気を出して一歩前へ 内受突・屈身突 拳禅一如
マイナスからプラスへ 上膊抜・上膊捕 守主攻従
本当の強さと優しさ 逆合掌投 力愛不二
力強さとしなやかさ 五花拳 剛柔一体
パートナーシップ 組演武 組手主体
フォロワーシップ 団体演武 不殺活人

表Ａ
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日
常
生
活
の
合
間
を
縫
い
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
観

戦
し
に
大
会
会
場
を
訪
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
私
の
場
合
は
、
そ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
「
観
る
」
こ
と
が
好
き
な
の
で

あ
っ
て
、
推
し
の
チ
ー
ム
を
「
応
援
」

し
に
行
く
の
で
は
な
い
た
め
、
熱
狂

的
な
フ
ァ
ン
が
応
援
を
繰
り
広
げ
て

い
る
ス
タ
ン
ド
を
遠
目
に
見
て
、
ゆ
っ

く
り
と
座
っ
て
観
戦
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
つ
い

て
、寄
り
道
を
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

■
ビ
ー
ル
～
酔
っ
て
候
～

　

必
須
で
あ
る
。
青
空
の
も
と
日
光
を

浴
び
て
飲
む
ビ
ー
ル
。
星
空
に
向
か
っ

て
カ
ッ
プ
を
掲
げ
な
が
ら
飲
む
ビ
ー
ル
。

ス
ポ
ー
ツ
云
々
で
は
な
く
「
最
高
」
で

あ
る
。
し
か
し
会
場
で
買
う
と
市
販
よ

り
値
段
が
高
い
。
何
で
こ
ん
な
に
高
い

の
か
？？

　

香
川
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
／
カ
マ

タ
マ
ー
レ
讃
岐
の
試
合
観
戦
で
は
、
ス

タ
ジ
ア
ム
内
で
購
入
す
る
と
生
ビ
ー
ル

１
杯
６
０
０
円
。
一
昨
年
行
っ
た
大
相

撲
地
方
巡
業
で
は
５
０
０
円
。
一
方
、

日
本
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
９
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
は
１
杯
１
０
０
０
円
を
超

え
て
お
り
、
隣
国
の
Ｆ
１
で
は
細
い
缶

ビ
ー
ル
が
日
本
円
で
１
０
０
０
円
近

か
っ
た
（
と
記
憶
し
て
い
る
）。
缶
を

手
渡
し
す
る
と
い
う
簡
単
な
作
業
な
の

で
諸
経
費
も
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
と

思
う
の
だ
が
…
。
ち
な
み
に
日
本
の
Ｆ

１
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
サ
ー
バ
ー
か
ら
注

が
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
プ
ロ

野
球
場
、
国
立
競
技
場
、
花
園
、
ト

ヨ
タ
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
も
押
し
な
べ
て

相
応
の
ス
タ
ジ
ア
ム
価
格
で
あ
っ
た
。

未
だ
に
当
時
の
値
段
を
覚
え
て
い
る
の

は
、
財
布
の
中
身
と
格
闘
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
飲
ん
で
し
ま
っ
た
自
己
確
立

で
き
て
い
な
い
情
け
な
い
姿
が
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

だ
っ
た
ら
会
場
外
で
缶
ビ
ー
ル
で
も

買
っ
て
持
ち
込
め
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

多
く
の
会
場
で
は
缶
・
ビ
ン
の
持
ち
込

み
は
禁
止
で
あ
り
、
入
場
口
で
荷
物
検

査
も
あ
る
。
と
あ
る
国
で
は
金
属
探

知
機
に
よ
る
ボ
デ
ィ
チ
ェッ
ク
ま
で
あ
っ

た
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
り
、
最
近
で
は
安
く
抑
え
る
た
め
に

予
め
会
場
外
で
買
っ
た
お
酒
を
身
体
に

流
し
込
み
、
ほ
ろ
酔
い
で
入
場
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。　

■
体
験
を
買
っ
て
い
る　

　

少
々
主
旨
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
の
話
は
あ
く
ま
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
の
話
で
あ
る
。
座
席
選
び
に
悩
み
な

が
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
。
高
揚
感
を
味

わ
い
つ
つ
自
宅
か
ら
会
場
に
行
き
、
応

援
グ
ッ
ズ
を
選
び
、
飲
食
を
し
、
観
客

と
熱
狂
を
共
有
す
る
…
。
高
額
に
思

え
る
チ
ケ
ッ
ト
代
も
、こ
の
一
連
の
「
体

験
」
を
思
え
ば
安
く
見
え
て
く
る
。

そ
の
価
格
は
貴
重
な
体
験
を
買
う
た

め
の
費
用
な
の
だ
。

　

運
営
や
チ
ー
ム
、
開
催
自
治
体
な

ど
に
よ
る
お
祭
り
騒
ぎ
が
あ
る
の
も
、

体
験
に
彩
を
加
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と

思
え
ば
よ
り
馴
染
ん
で
く
る
。

　

単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
我
々
に

も
プ
ロ
興
行
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
々
あ

り
、
今
後
の
大
会
運
営
の
ヒ
ン
ト
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
戦
を
楽
し

み
つ
つ
も
学
び
活
か
し
て
い
く
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
延
長
戦
に
な
っ
た

り
、
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
と
な
っ
た

り
す
る
と
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
眺

め
な
が
ら
、「
選
手
も
残
業
か
ぁ
～
」

と
呟
い
て
し
ま
う
の
は
、
勤
め
人
の
サ

ガ
で
あ
る
。

文
・
谷　

聡
士
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
情
報
が
得
ら
れ
る
現
代
で
は
あ
る

が
、
現
地
の
人
々
や
食
事
、
建
物
・
道

路
・
自
然
等
が
発
す
る
香
り
や
匂
い
は

や
は
り
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
体
感
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

作
者
で
あ
る
沢
木
耕
太
郎
氏
は
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
小
説
家
で
あ
り
、

本
書
は
自
身
の
旅
行
体
験
に
基
づ
い
て

書
か
れ
て
い
る
紀
行
小
説
で
あ
る
。

　

乗
り
合
い
バ
ス
の
出
発
点
で
あ
る
イ

ン
ド
の
デ
リ
ー
を
目
指
し
て
、
香
港
・

マ
カ
オ
・
バ
ン
コ
ク
・
ペ
ナ
ン
な
ど
を

経
由
す
る
長
く
て
濃
い
旅
路
が
す
ぐ
に

始
ま
る
。

　

沢
木
氏
が
香
港
に
向
け
て
日
本
を
出

発
し
た
の
が
１
９
７
４
年
。
当
時
の
香

港
は
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
り
、
中
国

と
日
本
の
国
交
正
常
化
が
72
年
で
あ
る

か
ら
、
当
地
は
ま
だ
混
沌
と
し
た
歴
史

の
狭
間
に
あ
る
。
そ
う
思
え
ば
尚
更
、

現
地
に
暮
ら
す
人
々
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
様
々
な
価
値
観
を
受
け
止
め
、

少
し
ず
つ
自
由
を
感
じ
て
い
く
様
に
強

い
臨
場
感
と
感
銘
を
受
け
る
。
乗
り
合

い
バ
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
ま
で

に
す
で
に
こ
の
猥
雑
感
、
ア
ジ
ア
の
熱

風
…
。
イ
ン
ド
に
到
着
し
た
ら
果
た
し

て
ど
う
な
る
の
か
…
。

　

本
書
を
読
ん
で
、
私
自
身
、
そ
れ
ま

で
見
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
の
な
か
っ

た
世
界
に
出
会
っ
て
み
た
く
な
り
、
ガ

ン
ジ
ス
河
を
目
指
し
て
イ
ン
ド
・
ヴ
ァ

ラ
ナ
シ
（
ベ
ナ
レ
ス
）
を
一
人
で
旅
し

た
思
い
出
が
あ
る
。「
行
き
た
い
」
と

い
う
よ
り
は
「
行
か
な
け
れ
ば
」
と
突

き
動
か
さ
れ
た
。

　

世
界
は
ま
だ
ま
だ
広
く
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
に
書
か
れ
て

い
る
イ
ン
ド
か
ら
の
乗
り
合
い
バ
ス
で
の

旅
は
、
本
文
が
伝
え
る
香
り
や
匂
い
を

想
像
し
な
が
ら
読
ん
で
感
じ
て
欲
し
い
。

﹇
余
談
﹈

イ
ン
ド
に
行
く
前
に
読
ん
だ
、
遠
藤
周

作
著
﹃
深
い
河
﹄
は
ガ
ン
ジ
ス
河
を
舞

台
と
し
た
生
死
・
宗
教
を
描
い
た
名
著

で
、
こ
ち
ら
も
別
角
度
か
ら
お
ス
ス
メ
。

イ
ン
ド
へ
向
か
う
深
夜
飛
行
の
機
内
で

は
長
渕
剛
の
名
曲
﹃
ガ
ン
ジ
ス
﹄
を
何

度
も
聴
い
た
。

深
夜
特
急
（
文
庫
本
全
６
巻
）
＋
エ
ッ
セ
イ
１
巻

インドのデリーからイギリスのロンドンまで。
乗り合いバスで行く壮大な体験譚。

文
・
編
集
室

沢
木
耕
太
郎
著
／
新
潮
文
庫
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第
九
回
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少
林
寺
拳
法
の
始
ま
り（
創
始
）に
つ
い
て
、

正
し
い
も
の
に
〇
を
、そ
う
で
な
い
も
の
に

×
を
書
こ
う
！

点

なまえ

しかく

級

段

月 日

各
２
点
×
５
問
＝
10
点

少
林
寺
拳
法
の
始
ま
り

第
九
回

少
林
寺
拳
法
が
創
始
さ
れ
た
と
き
の
世
の
中
の

状
態
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
に
〇
を
、
そ
う

で
な
い
も
の
に
×
を
書
こ
う
！
各
３
点
×
５
問
＝
15
点

戦
争
で
大
き
な
町
の
ほ
と
ん
ど
が
焼

け
野
原
に
な
っ
た

﹇　
﹈

開
祖
（
初
め
て
つ
く
っ
た
人
）

は
宗
道
臣

﹇　
﹈

最
初
の
道
場
は
４
畳
半

﹇　
﹈

創
始
さ
れ
た
の
は
１
９
４
５
年

﹇　
﹈

創
始
さ
れ
た
場
所
は
岡
山
県

﹇　
﹈

創
始
さ
れ
た
国
は
日
本

﹇　
﹈

日
本
国
内
は
混
乱
し
て
い
た

﹇　
﹈

食
べ
物
や
着
る
物
は
た
く
さ
ん
あ
っ

て
困
ら
な
か
っ
た

﹇　
﹈

人
々
は
他
人
の
こ
と
な
ど
か
ま
っ
て
い

ら
れ
な
か
っ
た

﹇　
﹈

人
々
は
ゆ
ず
り
合
っ
て
豊
か
に
生
活

し
て
い
た

﹇　
﹈
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開
祖
が
戦
争
を
と
お
し
て
さ
と
っ
た
真
理
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
正
し
い
言
葉

を
選
ん
で
、
空
欄
に
入
れ
て
み
よ
う
！

各
５
点
×
５
問
＝
25
点

ア 

み
じ
め
さ	

イ 

美
し
さ	

ウ 

悲
し
さ

エ 

日
本 	

オ 

質	

カ 

中
国

キ 

力	

ク 

苦
し
さ

「
人
の
質
」
に
つ
い
て
、
正
し
い
語
句
を
空

欄
に
書
い
て
み
よ
う
！

各
５
点
×
10
問
＝
50
点

太
平
洋
戦
争
の
中
、
開
祖
は
（　
　
）
の

東
北
部
に
お
ら
れ
た
。
戦
争
の
（　
　
）
や

（　
　
）、（　
　
）
を
開
祖
は
体
験
し
、
一

つ
の
真
理
を
さ
と
っ
た
。

そ
れ
が「
人
、人
、人
、す
べ
て
は
人
の（　
　
）

に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

真
理
…�

い
つ・ど
ん
な
と
き
で
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と

の
な
い
正
し
い
す
じ
道
の
こ
と
。

人
の
質
と
は
、（　
　
　
）
や
そ
の
人
の

（　
　
　
）
の
こ
と
。

す
べ
て
の
物
事
は
、（　
　
　
）
の
あ
る
立
場

に
立
つ
人
の
質
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
ら

わ
れ
る
。

開
祖
は
、
慈
悲
心
（
思
い
や
り
）
と
（　
　
）

と
（　
　
　
）
の
強
い
人
間
を
多
く
育
て
る

以
外
に
、（　
　
）
な
よ
い
世
の
中
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
気
づ
い
た
。

開
祖
は
、（　
　
）
と
勇
気
と
（　
　
　
）

を
身
に
つ
け
、
慈
悲
心
と
正
義
感
を
持
っ
た
、

本
当
に
強
い
人
間
を
育
て
「（　
　
）
づ
く
り

に
よ
る
（　
　
）
づ
く
り
」
を
し
よ
う
と
決

意
し
た
。
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賛
助
会
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
ゴ
ー
ル
ド
メ
ン
バ
ー
】

Ｄ
‐
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社　
真
野　
幸
男（
４
口
）

有
限
会
社
華
や
商
事　

森
末　

和
彦

株
式
会
社
オ
ザ
キ　

尾
崎　

浩
太
郎

株
式
会
社
中
央
印
刷

千
田　

博
通

江
原　

文
子

学
校
法
人
南
京
都
学
園　

本
部　

広
樹

日
本
総
合
保
険
企
画
株
式
会
社　

水
澤　

敦

城
善
建
設
株
式
会
社　

依
岡　

善
明

山
﨑　

高
雄

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

畠
山　

潤
一

昭
和
金
属
株
式
会
社　

江
原　

謙
治

【
ブ
ロ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
】

平
田　
美
智
子

吉
田　
至
誠

宮
本　
国
男

八
巻　
宏
幸

【
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
】

株
式
会
社
オ
ー
キ
ッ
ド
／
株
式
会
社
百
十
四
銀
行

多
度
津
支
店
／
株
式
会
社
マ
ー
シャル
ワ
ー
ル
ド
ジャパン
／

左
藤　

章
／
株
式
会
社
香
川
銀
行
多
度
津
支
店
／

民
宿
浦
島
屋　

高
島　

宏
子
／
新
井　

庸
弘
／

宮
野　

義
久
／
橋
本　

光
顕
／
稲
葉　

眞
一
／

保
立　

幸
政
／
山
本　

一
弘
／
河
合　

潤
／

栗
原　

源
吉
／
澤　

精
一
／
佐
々
木　

俊
隆
／

株
式
会
社
ニ
チ
ブ　

多
羅
尾　

尚
／
ね
こ
た
孝
後
援
会

事
務
所　

猫
田　

孝

【
フ
レ
ン
ド
リ
ー
メ
ン
バ
ー
】

鎌
田　

裕
久
／
上
谷　

忍
／
株
式
会
社
神
原
薬
局

泉
川　

昌
弘
／
田
中　

み
ど
り
／
金
子　

充
／

寄
付
・
寄
贈　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
寄　

付
】

大
垣
少
年
団

日
本
武
道
学
会
中
四
国
支
部
会

那
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
】

桜
林
高
等
学
校　

校
長　

石
井
航
太
郎 

 

株
式
会
社　

オ
ザ
キ 

 
 

長
野
県
少
林
寺
拳
法
連
盟 

 

【
２
０
２
４
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
in
ふ
じ
の
く
に
】

グ
レ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部　

代
表
取
締
役

本
庄　

竜
介
／
Ｄ
‐
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
／

合
気
道
師
範　

石
原　

克
博
／
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
ズ・

今
泉　

則
雄
／
柴
原　

実
／
木
村　

眞
一
／

浪
川　

昌
佳
／
市
川　

敏
行
／
丸
尾　

幸
雄
／

森　

真
二
／
山
口　

正
人
／
近
藤　

公
治
／

ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社　
井
本　
尚
樹
／

工
藤　

邦
弘
／
稲
増　

哲
／
岩
永　

敬
造
／

平
手　
建
／
有
限
会
社
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー　
髙
尾　
博
／

松
本　

和
将
／
中
村　

実
／
宮
本　

久
美
子
／

後
神　

輝
美
／
古
月　

輝
昭
／
亀
山
石
油
株
式
会
社

亀
山　

大
輔
／
山
本　

憲
之
／
大
島　

宏
幸
／

白
藤　

礼
子
／
隈
本　

興
平
／
木
内　

幸
夫
／

株
式
会
社
牛
田
塗
装　

牛
田　

孝
／
田
中　

慎
一
／

前
田　

外
喜
雄
／
西
條　

佳
紀
／
樋
渡　

徹
／

和
田　

千
佳
子
／
中
川　

加
代
子
／
高
沢　
一
基
／

大
江　

茂
子
／
白
木　

桂
子
／
芦
苅　

あ
つ
子
／

前
堀　

隆
信
／
坂
根　

和
子
／
関
田　

孝
正
／

向
田　
益
美
／
丸
亀
被
服
株
式
会
社　
西
川　
平
二
／

佐
野　
富
和
／
表　
均
／
髙
川　
泰
延
／
竹
田　
正
義
／

山
﨑　

勝
／
貴
志　

雄
介
／
大
久
保　

秀
昭
／

松
本　

光
史
／
濱
田　

享
二
／
山
崎　

哲
義
／

岸　
信
千
世
／
秋
田　
政
人
／
塚
本　
孝
／
寺
口　
勝
義

M
r. Tatsuro M

izuno
／M

r.M
asateru Okum

a

／

M
r. Fernando Fernández de Bobadilla Lara

／

M
r.Juan Luis Escot Rom

ero

ア
レ
ア
株
式
会
社　

日
野　

加
代
子
／
学
校
法
人

南
京
都
学
園　
理
事
長　
本
部　
宏
樹
／
京
都
廣
学
館

高
等
学
校　
瀧
野　
博
史
／
静
岡
県　
道
院
長
Ｏ
Ｂ
会

副
会
長　

馬
場　

峰
俊
／
東
海
地
区
総
代　

濱
崎　

哲
也
／
関
東
学
生
Ｏ
Ｂ
同
友
会
／
関
東
学
生
Ｏ
Ｂ
会

同
友
会
副
会
長　

家
中　

勉
／
関
東
学
生
Ｏ
Ｂ
会

連
合
会　

上
村　

和
敬
／
東
海
学
生
Ｏ
Ｂ
会
連
合
会

一
同
・
山
口　

洋
雅
／
江
原　

文
子
／
牧
野　

清
／

牧
野　

明
美
／
新
井　

庸
弘
／
名
誉
本
部
委
員

宮
崎　

司
／
大
野
木　

憲
三
／
渭
原　

敏
之
／

奈
良
信
貴
道
院　

川
口　

宗
勇
／
熊
本
荒
尾
道
院

宮
崎　

貴
臣
／
山
科
道
院
／
元
浜
松
舘
山
寺
道
院

道
院
長　

菅
野　

正
敏
／
全
日
本
実
業
団
連
盟

岡
崎　
淳
一
／
全
日
本
実
業
団
連
盟　
小
林　
英
司
／

東
海
実
業
団
連
盟
／
全
国
高
校
連
盟　
中
森　
清
徳
／

北
海
道
連
盟　

会
長　

千
葉　

英
守
／
栃
木
県
連
盟

理
事
長　

岡
田　

雅
男
／
群
馬
県
連
盟　

副
会
長

江
原　
謙
治
／
埼
玉
県
連
盟　
理
事
長　
塚
原　
治
彦
／

千
葉
県
連
盟　

理
事
長　

井
形　

眞
寿
夫
／
神
奈
川

県
連
盟
／
富
山
県
連
盟　

理
事
長　

前
野　

美
則
／

京
都
府
連
盟　

会
長　

藤
原　

忠
生
／
大
阪
府

連
盟
理
事
長　

大
場　

健
七
郎
／
岐
阜
県
連
盟

【
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
新
春
行
事
】

公
益
財
団
法
人
松
平
公
益
会
／
公
益
財
団
法
人
日
本

武
道
館
／
学
校
法
人
利
他
学
園
／
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス

瀬
戸
大
橋
／
株
式
会
社
オ
ザ
キ
／
株
式
会
社
サ
ン
エ
イ
／

株
式
会
社
一
鶴
／
株
式
会
社
牛
田
塗
装
／
株
式
会
社

琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
／
株
式
会
社
香
川
銀
行
／

株
式
会
社
高
松
三
越
／
株
式
会
社
合
田
工
務
店
／

株
式
会
社
前
川
商
店
／
株
式
会
社
中
央
印
刷
／

亀
山
石
油
株
式
会
社
／
今
治
造
船
株
式
会
社
／
四
国

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
／
大
一
電
気
工
業
株
式
会
社
／

中
讃
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
／
東
洋
防
蝕

工
業
有
限
会
社
／
日
本
総
合
保
険
企
画
株
式
会
社
／

富
士
建
設
株
式
会
社
／
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
高
松
支
店
／
野
村
證
券
株
式
会
社
高
松
支
店
／

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
／
ウ
ツ
ミ
整
形
外
科

医
院
／
お
好
み
焼
き
わ
か
や
ま
／
ホ
テ
ル
ト
ヨ
タ
／

久
保
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
熊
手
八
幡
宮
／
香
川

記
章
有
限
会
社
／
民
宿
細
川
／
有
限
会
社
西
山

印
刷
所
／
有
限
会
社
買
田
商
店
／
有
限
会
社
白
光
舎
／

北
海
道
少
林
寺
拳
法
連
盟
／
東
京
都
少
林
寺
拳
法

連
盟
／
神
奈
川
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
／
静
岡
県

少
林
寺
拳
法
連
盟
／
愛
知
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
／

京
都
府
少
林
寺
拳
法
連
盟
／
大
阪
府
少
林
寺
拳
法

連
盟
／
岡
山
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
／
徳
島
県
少
林
寺

拳
法
連
盟
／
香
川
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
／
八
王
子
市

少
林
寺
拳
法
連
盟
／
神
奈
川
県
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
運
営

委
員
会
／
京
都
府
少
林
寺
拳
法
振
興
会
／
京
都
翔
英

高
等
学
校  

堤　

清
彰
／
奈
良
済
美
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団　

本
田　

孝
行
／
丸
亀
武
道
館
支
部
／

茨
城
県
教
区
／
埼
玉
県
教
区
／
千
葉
県
教
区
／

東
京
都
教
区
／
神
奈
川
県
教
区
／
岐
阜
県
教
区
／

静
岡
県
教
区
／
愛
知
県
教
区
／
三
重
県
教
区
／

奈
良
県
教
区
／
奈
良
県
教
区
／
徳
島
県
教
区
／

香
川
県
教
区
／
札
幌
あ
か
し
や
道
院　
阿
達　
美
惠
子
／

茨
城
守
谷
道
院
／
群
馬
前
橋
道
院　

江
原　

謙
治
／

埼
玉
鶴
瀬
道
院　

大
野
木　

憲
三
／
東
京
田
無
道
院

宮
内　

靖
／
八
王
子
陵
北
道
院　

片
岡　

三
郎
／

横
浜
瀬
谷
道
院　

小
川　

肇
／
相
模
原
南
道
院

近
藤　

和
彦
／
報
徳
桜
井
道
院　

柏
井　

伸
一
／

報
徳
桜
井
道
院　

室
伏　

江
利
子
／
横
浜
星
川
道
院

百
百　

邦
廣
／
海
老
名
東
道
院　

五
十
嵐　

好
一
／

横
浜
片
倉
道
院　
三
枝　
勝
巳
／
神
奈
川
嶽
之
内
道
院
／

富
山
南
道
院　

木
戸　

薫
／
各
務
原
東
道
院

青
山　

昌
伸
／
三
重
津
東
道
院　

濵
﨑　

哲
也
／

三
重
千
種
道
院　

中
山　

文
夫
／
山
科
道
院
／

西
陣
道
院　
牧
野　
清
／
西
陣
道
院　
牧
野　
明
美
／

梅
津
道
院　
岡　
寛
／
大
阪
伊
吹
道
院　
伊
瀬　
道
昭
／

大
阪
白
鷺
道
院　

佐
々
木　

正
／
明
石
道
院

今
井　

明
雄
／
高
砂
南
道
院　

梅
里　

幸
治
／

播
州
揖
保
川
道
院　

時
任　

典
人
／
姫
路
林
田
道
院

時
任　

典
人
／
川
西
中
部
道
院　

丸
野　

俊
一
／

播
磨
南
道
院　

吉
野　

雅
文
／
奈
良
信
貴
道
院

川
口　

宗
勇
／
奈
良
大
安
寺
道
院　

森
本　

勝
也
／

木
津
道
院　

竹
澤　

光
広
／
大
和
桜
井
安
部
道
院

迎
田　

展
孝
／
奈
良
宝
来
道
院
／
境
港
道
院

木
村　

弘
史
／
徳
島
南
道
院　

清
水　

孝
美
／
本
部

道
院　

向
田　

弘
之
／
本
部
道
院
／
高
松
東
道
院

山
口　

豪
紀
／
高
松
木
太
道
院　

鎌
田　

智
／

南
国
日
章
道
院　

氏
次　

五
雄
／
熊
本
荒
尾
道
院
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訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
留　

純
隆　

氏　
　

11
月
16
日
ご
逝
去　

満
80
歳

　

鹿
児
島
串
木
野
支
部
元
支
部
長

鹿
児
島
国
際
大
学
元
監
督

２
６
９
期
・
准
範
士
六
段

森　
　

利
行　

氏　
　

11
月
19
日
ご
逝
去　

満
80
歳

　
大
阪
都
島
支
部
道
場
・
東
加
古
川
支
部
道
場
元
支
部
長

２
０
７
期
・
正
範
士
七
段

三
和　

三
千
年　

氏　

12
月
16
日
ご
逝
去　

満
78
歳

　
大
阪
泉
大
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
部
長

２
４
３
期
・
大
拳
士
五
段

高
倉　

正
明　

氏　
　

１
月
16
日
ご
逝
去　

満
74
歳

　
松
下
電
器
茨
木
テ
レ
ビ
・
金
沢
城
南
支
部
道
場
元
支
部
長

２
０
６
期
・
正
範
士
八
段

中
村　
　

勲　

氏　
　
　
　
　
　

２
月
１
日
ご
逝
去

石
川
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長

森　

健
太
郎　

氏　
　

２
月
１
日
ご
逝
去　

満
84
歳

　
名
誉
本
部
委
員

小
牧
航
空
隊
・
桃
花
台
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
元
支
部
長

１
６
２
期
・
大
範
士
八
段

松
田　

剛
幸　

氏　
　

２
月
18
日
ご
逝
去　

満
66
歳

桜
林
高
校
教
頭

３
０
９
期
・
大
拳
士
六
段
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よ
く
使
う
急
所
の
な
ま
え
を
書
こ
う
！

点

なまえ

しかく

級

段

月 日

当
身
の
間
合
い
に
つ
い
て
、（
）に
有
効
な
距
離

が
近
い
順
に
数
字
を
書
こ
う
！

各
４
点
×
８
問
＝
32
点

各
４
点
×
６
問
＝
24
点

修
練
で
よ
く
使
う
用
語

第
七
回

よ
く
使
う
腕
の
部
位
の
な
ま
え
を
書
こ
う
！

各
４
点
×
５
問
＝
20
点

（

）の
中
に
、説
明
が
正
し
い
場
合
は
〇
を
、

間
違
っ
て
い
る
場
合
は
×
を
書
こ
う
！

各
６
点
×
４
問
＝
24
点

逆ぎ
ゃ
く
づ
き突

（３）
横よ

こ
ひ
じ
あ
て

肘
当

（１）
掌し

ょ
う
け
ん
う
ち

拳
打

（２）②
足
の
技

［　　　］
［　　　］
［　　　］

［　　　］
［　　　］
［　　　］
［　　　］

［　　　］

［　　　］
［　　　］

［　　　］
［　　　］

［　　　］
１級科目の法形のなまえに含まれている。

受けでよく使う。

よく似たなまえだが…。

金き
ん
て
き
げ
り

的
蹴

（１）
逆ぎ

ゃ
く
げ
り蹴

（２）
足そ

く
と
う
げ
り

刀
蹴

（３） ①
手
の
技

「
差さ
し
こ
み
あ
し

込
足
」で
は
、は
じ
め
に
前
方
の

足
を
動
か
し
、そ
の
後
に
後
方
の
足

を
寄
せ
て
相
手
に
近
づ
く
。

（〇）
「
全ぜ
ん
て
ん
か
ん

転
換
」で
は
、受
け
を
行
う
と
同

時
に
う
し
ろ
を
向
く
。

（×）
「
十
字
足
」で
は
、交
差
し
た
足
の
か

か
と
か
ら
床
に
着
け
る
。

（×）
「
八は
っ
そ
う
が
ま
え

相
構
」で
は
、前
方
の
足
を

猫ね
こ
あ
し
だ
ち

足
立
に
し
て
お
く
。

（〇）

百
ひゃくえ
会
四
よんごう
合

三
さんごう
合
三
さんかく
角

頸
けいみゃく
脉

水
すいげつ
月

三
さんまい
枚

横
よこざんまい
三枚

上
じょうはく
膊

内
ないわんとう
腕刀
外
がいわんとう
腕刀

拇
ぼしきゅう
指丘

小
しょうしきゅう
指丘

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ

少
林
寺
拳
法
ド
リ
ル
﹇
２
０
２
４
秋
号
﹈

答
え
合
わ
せ
に
関
す
る
訂
正
と
お
詫
び

　

表
記
ド
リ
ル
の
設
問
に
つ
い
て
、冬
号
（
前
号
）

に
て
答
え
合
わ
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冬
号
で
は
…

　

…
と
あ
り
、
八
相
構
に
お
い
て
猫
足
立
と
な
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
よ
う
に
記
載
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
よ
り
正
確
に
付
け
加
え
ま
す
と
、
八

相
構
に
お
け
る
前
方
の
足
に
つ
い
て
、
立
ち
方
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
後
屈
立
に
な

る
こ
と
の
み
指
定
さ
れ
て
お
り
、
猫
足
立
で
あ
っ

て
も
、
ま
た
猫
足
立
で
な
く
て
も
、
い
ず
れ
も
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編
集
室
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（

）に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
こ
う
！

点

なまえ

しかく

級

段

月 日

次
の
説
明
に
つ
い
て
、（
）に
あ
て
は
ま
る
語
句

を
選
ん
で
記
号
を
書
こ
う
！

各
３
点
×
４
問
＝
12
点

各
４
点
×
16
問
＝
64
点

修し
ゅ
ぎ
ょ
う

行
の
心こ

こ
ろ
え得

第
八
回

［

］
に
正
し
い
順
番
を
書
こ
う
！

各
３
点
×
８
問
＝
24
点

修
行
目も

く
て
き的
の
確か

く
り
つ立

［
１
］

•	

（
上
達
）の
た
め
の「
修
行
の
心
得
」

は
（
８
）
つ
あ
る
。

•	

少
林
寺
拳
法
の
技わ

ざ
に
限か

ぎ
ら
ず
、お
よ
そ

（
手
足
）、体か

ら
だを
使つ

か
っ
た（
技
術
）

を
上じ

ょ
う
た
つ達さ
せ
る
の
に
必ひ

つ
よ
う要
な
心
得
の

こ
と
。

「
修
行
の
心
得
」と
は
…

修
行
の
順

じ
ゅ
ん
じ
ょ序

［
２
］

基き
ほ
ん本
を
学
ぶ

［
３
］

理り

を
知し

る

［
４
］

数か
ず

を
か
け
る

［
５
］

修
行
を
片か

た
よ寄
ら
せ
な
い

［
６
］

体た
い
り
ょ
く
力
に
応お

う
じ
て
修
行
す
る

［
７
］

永え
い
ぞ
く続
し
て
行
う

［
８
］

修
行
目
的
の
確
立

明め
い
か
く確

な
（
ケ
）
な
し
に
（
コ
）
な
行こ
う
ど
う動

は
な
い
。

修
行
の
順
序

（
タ
）な（
サ
）が
高こ
う
ど度
な
技
の
習し
ゅ
う
と
く得に
つ
な
が
る
。

基
本
を
学
ぶ

技
の（
ア
）の
基き
ほ
ん本

に
熟じ
ゅ
く
ち知

す
る
こ
と
で
無む

り理
な
く

（
カ
）
が
動う
ご

く
よ
う
に
な
る
。

理
を
知
る

技
の
（
キ
）
を
学ま
な
び
修し
ゅ
う
れ
ん練す
る
こ
と
で
上
達
が
い

ち
だ
ん
と
（
ス
）
な
る
。

数
を
か
け
る

理り

を
知し

り
、
理
に
基も
と

づ
い
て
努ど
り
ょ
く力

と
（
ク
）
で
　
　
　

（
セ
）
を
か
け
る
こ
と
が
上
達
の
第
だ
い
い
ち
じ
ょ
う
け
ん

一条
件
。

修
行
を
片
寄
ら
せ
な
い

技ぎ
じ
ゅ
つ術
や
（
エ
）
の
修
行
と
と
も
に
（
ソ
）
の
向
こ
う
じ
ょ
う上

に
努ど
り
ょ
く力

す
る
。

体
力
に
応
じ
て
修
行
す
る

自じ
ぶ
ん分

の
（
シ
）
に
応お
う

じ
て
（
ウ
）
の
な
い
修
行
を

す
る
。

永
続
し
て
行
う

多た
し
ょ
う少

の
（
オ
）
や
苦く
る

し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
く
じ

け
な
い
で
、
修
行
を
（
イ
）
す
る
。

ア
系け
い
れ
つ列

　
　
イ
継け
い
ぞ
く続

　
　
ウ
無
理
　
　
エ
肉に
く
た
い
め
ん

体
面

オ
困こ

ん
な
ん難

　
　
カ
手て
あ
し足

　
　
キ
原げ
ん
り理

　
　
ク
根こ
ん
き気

ケ
目も

く
て
き的

　
　
コ
積せ
っ
き
ょ
く
て
き

極
的		

サ
努
力						

シ
体た
い
り
ょ
く力

ス
早は

や
く
　
　
セ
数か
ず

　
　
　
ソ
人じ
ん
か
く格

　
　
タ
地じ
み
ち道

冬
号
32
・
33
ペ
ー
ジ
の
答
え
合
わ
せ

い
く
つ
正
解
で
き

た
か
な
？

宮
崎　

司
／
水
俣
中
部
道
院　

有
村　

利
雄
／

山
﨑　

博
通
／
新
井　

庸
弘
／
田
村　

道
明
／

江
原　

文
子
／
河
原　

芳
子
／
中
川　

英
昭
／

宮
野　

義
久
／
山
﨑　

高
雄
／
武
鑓　

謙
治

【
第
28
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会
】

少
林
寺
拳
法
関
東
学
生
Ｏ
Ｂ
会
連
合
会 

 

桜
林
高
等
学
校　

校
長　

石
井
航
太
郎

田
口　
　

誠　

氏　
　

３
月
２
日
ご
逝
去　

満
59
歳

丸
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
部
長

５
３
７
期
・
大
拳
士
六
段
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◆本誌春号の製作も佳境を迎えている今は３
月下旬です。各地からそろそろ桜開花のニュー
スが届く頃となりました。今年の冬は大雪の災
害に見舞われた地域が多く、被害にあわれた
皆様にお見舞い申し上げます。◆本誌春号は
５月１日発刊です。「春号」というと４月発刊
をイメージされるのが普通かもしれませんが、
４月に入会される方が多くおられますので、そ
の方々にも情報を伝えるために、落ち着かれる
頃合いを見計らって5月発刊としています。ご
活用いただければ幸いです。◆特集記事では
大学生の本音に迫りました。忖度なく、堂 と々
本音を言えることを素晴らしいと思うと同時に、
我々年長者が気付かなければならないことが多
く聞けたように思います。社会や環境の変化は
今尚めまぐるしく、若い世代の価値観・思考も
常に新しくなっています。今回お聞きできた話

※本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
※�本誌に関するお問い合せ、ご意見・ご要望等は下記までお寄せください。
　　
　一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 会報編集室
　〒 764-8511 香川県仲多度郡多度津町本通 3-1-59　TEL 0877-33-2020　E-Mail：hensyusitsu@shorinjikempo.or.jp
　［少林寺拳法ホームページ］　http://www.shorinjikempo.or.jp
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Spr ing

に、また新しい世界観を見せてもらいました。
◆しかしながら、新しい世界観に触れて、ただ
「ふ～ん」と思うだけでは意味がありません。
少林寺拳法において、守るべきもの・変えてい
くべきものを見極め、鮮明にしていなかなけれ
ば、若い世代には見向きもされなくなる…とい
う危機感を改めて感じています。突きつけられ
た課題をどのようにクリアにしていくのか、真剣
に取り組み、普及発展に繋げてまいります。◆
この春より、違う環境で、新たなステージで、
それぞれの新生活を始めた皆さん、もしかした
ら、少林寺拳法から離れて本誌を読まれてい
ないかもしれませんが、ご活躍を心より祈念い
たしております。少し休んで、またいつか道衣
を着て一緒に汗を流す日々がやってくることを
お待ちしています！（編集長　谷　聡士）

一般財団法人 少林寺拳法連盟は、暴力・体罰・各種ハラスメント、違法薬物問題など、コンプライアンス
違反を根絶することを目指します。以下の窓口にご相談いただいた事項は当法人の定めに基づき、適切に
対応いたします。

【相談窓口】  �一般財団法人 少林寺拳法連盟
　　　　　　ＴＥＬ　０８７７ ‐ ３３ ‐ ２０２０　　　
　　　　　　メール　soudan@shorinjikempo.or.jp

※�専門の担当者が対応いたします。
※ご要望がある場合、女性職員が対応いたします。
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